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　昨年の記録的な猛暑を受けて、市と市教育委員会では、
子どもたちの熱中症対策として、市内保育園７園の保育室
と小・中学校９校の教室に空調設備を設置しました。事業
費は、約９億7000万円です。全国的に空調設備の需要が高
まる中、機材の調達が困難になることが心配されましたが、
本格的に夏が始まる前に設置することができました。これ
からも子育てに優しい環境整備を進めていきます。

（写真はどんぐり保育園）

猛
暑
対
策
万
全
！

主な内容
❷　「信濃大町 水の恵みに感謝を！！
　プロジェクト」事業
❽　ひとが輝くまちづくり事業補助団体の紹介
�　「ながら見守り」へのご協力を！
�　市長と語ろう！ まちづくり
�　生涯学習
�　情報ステーション
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　北アルプスの雪解け水が天与の恵みをもたらす大町市は、豊かな水が農業や発電をはじ
め、飲料水、生活用水などに利用されており、さらには観光資源にも位置付けられ、古く
からさまざまな水の恩恵を受けつつ発展してきました。
　この豊富で清らかな水に恵まれた日常を、当たり前と考えるのではなく、得難い幸せの
中で暮らしていることを再認識する機会として、「信濃大町　水の恵みに感謝を！！ プロ

ジェクト」を企画し、市民の皆さんと共に、この恵まれた水環境に感謝するとともに、未来につなげてい
こうという気持ちを育んでいきます。そして、「水が生まれる　信濃大町」が自他共に認める信濃大町水
ブランドとなることを目指します。

水を学ぶ

▽水道週間や水道水源感謝祭を通
じ、豊かな水の恩恵を受け、そ
の水を守ってきた先人たちの努
力を学ぶ。

▽大町の水の素晴らしさを五感で
学ぶ。

水を楽しむ
　水を学び、守ることの経験から、
水への感謝を込めて、水を心から
楽しむ。その喜びを100年後の時
代に生きる人たちも分かち合える
ように、何をすべきか体感できる
事業として展開する。

水を守る
　水を学ぶことにより、清らかな
水環境を整備し、未来へつなげる
必要性や、「水を守る」意識の高揚
を図る。

■信濃大町水ブランド戦略との位置付け

　大町市の大切な地域資源である水と、豊かな湧水の地
「信濃大町」の魅力を発信し、ブランドイメージの向上を
図るために、さまざまな事業を展開しています。特に、
信濃大町の宝である水を100年先の未来まで守り、つな
げる、さらには最上流域に住んでいる責任感を育むとい
う観点から、水ブランド戦略の中心に位置付けています。

目
的

この清冽な湧水を100年先の未来へ
「信濃大町　水の恵みに感謝を！！ プロジェクト」事業

水道水源感謝祭

居谷里水源
第一中学校農具川河川敷ごみ拾い

～水を学ぶ、水を守る、水を楽しむ～
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　市が実施する水に関する事業（水道水源感謝祭や水にまつわるイベントなど）を開催する
ときに、事業目的を明確に掲げ、継続的に大町の水が宝であるとの共通認識につなげ、地
域への誇りや愛着を一層深めるよう事業を展開していきます。

キャッチコピーは「この清冽な湧水を100年先の未来へ」です。

■水道週間企画展　６月
　水道週間に合わせ、「豊かな水の恩恵を受け、その水を守っ
てきた先人たちの努力を学ぶ」をコンセプトに企画展を開催
しました。

▽市水道事業の歴史などのパネル展示

▽信濃大町湧水「モンドセレクション2019」最高金賞２年連
続受賞についての展示

▽のぼり旗掲出、啓発用コースターの配布

信濃大町湧水２年連続最高金賞受賞！
　大町市では悠久の時を超えて自然に育まれた湧水を水道水として使用して
おり、地域の人々をはじめさまざまな生命の源となっています。
　この信濃大町の宝ともいえる湧水をボトリングした「信濃大町湧水」が昨年
４月、国際的な評価機関「モンドセレクション2018」で最高位の最高金賞を
受賞。５月には世界中の食品・飲料品の「味」を審査し、優れた製品を表彰す
る機関「ｉＴＱｉ（国際味覚審査機構）」でも、優秀味覚賞を受賞しました。
　さらに今年「モンドセレクション2019」において、２年連続の最高金賞に
輝きました。地域の宝である大町の水に対する国際的な評価が格段に高まる
とともに、湧水の宝庫「信濃大町」の知名度が広がっています。

■やまびこまつり　８月３日（土）
　うちわにキャッチコピーなどをデザイン
して啓発を促します。水を使用した演出な
ども考案中です。

　そのほか、市民向けの水源・施設見学や、
水の名所巡りなどを計画中です。

■問い合わせ　商工労政課ブランド振興担当　℡市内線543

う
ち
わ
デ
ザ
イ
ン

実
施
方
法

取り組み事例 今後の取り組み予定

信濃大町ブランド公式サイトバナー

水道週間企画展 啓発用コースター
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　大町やまびこまつりの前夜祭として、すてき
な景品が当たるスタンプラリーや、各所で商店
街ごとのイベントを開催します。ゆかた姿の人
には特典も！
ゆかたの無料着付け

　ボランティアによる、ゆかたの無料着付けを
行います。着付けを習いたい人もお気軽にお越
しください。
■日時　８月２日（金）　午後４時～６時
■会場　大町商工会館
■持ち物　ゆかた(子ども用は肩上げして)、肌
着、帯、着物ベルト、腰ひも３本、伊達締め、
タオル３本、おしぼり１本
■問い合わせ
　大町市商店街連合会(商工会議所内)
　℡22-1890

　夏の恒例行事「大町やまびこまつり」を開催！
　市街地中央通りでは、小学生による鼓笛隊や和太鼓の
演奏、合唱、吹奏楽、ダンス、子どもみこしなど、さま
ざまなイベントを予定しています。
　午後７時からは「やまびこ音頭」「やまびこサンバ」の踊
りがスタート！ 皆さんお誘い合わせの上、お出掛けください。
■日程

▽歩行者天国　午後３時～９時30分

▽パフォーマンス　午後３時～６時30分

▽踊り　午後７時～９時
■問い合わせ　大町やまびこまつり実行委員会事務局
　（商工労政課商業労政係内）　℡26-6255

交通規制時間内は
市民バス「ふれあい号」が迂

う

回
かい

運行となります
■対象日時・コース　８月３日（土）　午後３時以降

▽平（青木方面）コース・（源汲方面）コース・（高瀬入方面）コース　　 ▽常盤（清水・西山方面）コース

▽社・常盤コース　　　 ▽八坂コース　　 ▽美麻コース　川手線　　 ▽循環線　南コース・北コース
■問い合わせ　情報交通課交通政策係　℡市内線853

　今年のゆるキャラ®グランプリが長野県で開催されることとなり、
おおまぴょんも３年ぶりの出場が決定しました。
　おおまぴょんは、首都圏などで行われる観光キャンペーンをはじ
め、全国各地でさまざまなイベントに参加し、大町市の知名度アッ
プのため日々頑張っています。「清く、正しく、純粋な気持ちで投票
を！」 応援よろしくお願いします。
■投票方法　ゆるキャラ®グランプリ公式サイト

（http://www.yurugp.jp/vote/method.php）をご覧ください。
■問い合わせ　商工労政課ブランド振興担当　℡市内線543

　北アルプスからやってきたおおまぴょん。市の動物（市獣）カモシ
カをモチーフに、平成24年に誕生しました。頭の山は大町市から望
む北アルプスと、豊かで清らかな水をイメージしています。

投票日
8/1～10/25

午後4時30分～8時30分　市街地中央通り
8月2日金8月3日土

午後3時～9時　市街地中央通り

おおまぴょん　ゆるキャラ®グランプリ2019

ことしも盛り上がろう！ ゆかた姿でまちに行こう！

第21回
大町
ゆかたまつり

inしあわせ信州NAGANO出場決定！

第41回
大町
やまびこまつり
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みんなで支える国民健康保険
　国民健康保険税（国保税）は、皆さんが病気やけがをしたときの
費用に充てられています。必ず納期限までに納めましょう。
■問い合わせ　市民課国保・年金係　℡市内線422・423

今年度の国保税が決まりました
　前年の所得による本算定を行い、１年間の税額が決まりました。
納税通知書は７月下旬までに発送しますので、ご確認ください。
　令和元年度から、医療分の上限額が58万円から61万円になり、
国保税の課税限度額が変更になりました。

国保税の軽減
　被保険者（国保加入者）の所得の合計額が一定以下の場合、均
等割額と平等割額が軽減されます。

高額療養費制度による自己負担限度額について（70歳以上75歳未満の人）※１

※１　70歳未満の人の自己負担限度額は所得要件が異なります。詳しくは、お問い合わせください。
※２　４回目以降とは、過去12カ月以内に、一つの世帯で４回以上高額療養費の支給があった場合の限度額

納税相談をご利用ください
　納期内に納税できない事情がある人は、納
税相談をご利用ください。国保税を滞納し
ていると、滞納期間に応じた厳しい措置がと
られ、十分な給付が受けられなくなる場合
があります。未納のままにせず、まずはご相
談ください。
　７月は、窓口で夜間納税相談も実施します。

■夜間納税相談
７月29日（月）・30日（火）　午後７時まで

均等割額と平等割額の軽減
合計所得金額 軽減率

33万円以下のとき 7割

（28万円×被保険者数＋33万円 ） 以下のとき 5割

（51万円×被保険者数＋33万円 ） 以下のとき 2割

■国保税の税額　４つの項目を基に計算し、「医療分」「後期高齢者支援金分」「介護分」の組み合わせで決まります。
区分 所得割額 資産割額 均等割額 平等割額 上限額

医療分 （所得※ー33万円）×5.90％ 22.0％ 18,000円 24,000円 61万円

後期高齢者支援金分 （所得※ー33万円）×2.40％ － 11,000円 － 19万円

介護分 （所得※ー33万円）×2.20％ 2.0％ 8,000円 7,000円 16万円

※所得とは、前年の収入から公的年金等控除額や給与所得控除額などの必要経費を差し引いた金額です。遺族
年金や障害年金は収入に含めません。扶養控除や社会保険料控除、医療費控除などの所得控除は適用されません。

区分 所得要件 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

現
役
並
み
所
得

Ⅲ 住民税の課税所得690万円以上 252,600円＋（医療費－842,000円）×１％
（４回目以降は140,100円）※2

Ⅱ 住民税の課税所得
380万円以上690万円未満

167,400円＋（医療費－558,000円）×１％
（４回目以降は93,000円）※2

Ⅰ 住民税の課税所得
145万円以上380万円未満

80,100円＋（医療費－267,000円）×１％
（４回目以降は44,400円）※2

一般 住民税の課税所得
145万円未満

18,000円
（年間上限144,000円）

57,600円
（４回目以降は44,400円）※2

低
所
得
者

Ⅱ 住民税非課税世帯 8,000円 24,600円

Ⅰ 住民税非課税世帯
（所得が一定額以下） 8,000円 15,000円
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後期高齢者医療制度高齢者を支える
　後期高齢者医療制度は、75歳以上（一定の障がいのある人は65歳以上）の人の医療費のうち、国や都
道府県、市区町村の公費で約５割、現役世代の支援金（後期高齢者支援金）で約４割、残りの１割を被保
険者が保険料で負担し、みんなで高齢者を支える制度です。
■問い合わせ　市民課国保・年金係　℡市内線 422・423

保険料の軽減
　所得の低い人、制度加入直前に健康保険組合などの被扶養者として保険料の負担が無かった人には、保
険料の軽減措置があります。
■均等割額の軽減

■被扶養者の軽減
　後期高齢者医療制度加入直前に、被用者保険（市町村国保・国保組合は対象外）の被扶養者であった被保
険者は、所得割額がかからず、加入から２年間は、均等割額が５割軽減（20,453円／年）となります。

加入者の年間保険料
　保険料は、被保険者の「均等割額（被保険者一人一人にかかる金額）」と「所得割額（被保険者の所得に応じ
てかかる金額）」の合計額です。年度途中で加入した場合は、加入月の分から計算します。

※所得とは、前年の収入から必要経費（公的年金等控除額や給与所得控除額など）を引いた金額です。遺族年金や障
害年金は収入に含めません。扶養控除や社会保険料控除、医療費控除などの「所得控除」は適用されません。

世帯内の被保険者と世帯主の
前年の総所得金額等の合計額

特例適用後の軽減割合 今後の軽減割合
令和元年度 令和２年度 令和３年度

33万円以下の場合
（平成30年度までは8.5割軽減該当　※１）

8.5割軽減
6,136円／年 7.75割軽減 7割軽減

うち、世帯内の被保険者全員が年金収入80万円以下
（その他各種所得なし）の場合
（平成30年度までは９割軽減該当　※２）

８割軽減
8,181円／年 ７割軽減

33万円＋（28万円×世帯の被保険者数）以下の場合　※３ 5割軽減
20,453円／年 ５割軽減

33万円＋（51万円×世帯の被保険者数）以下の場合　※４ ２割軽減
32,725円／年 ２割軽減

※１　8.5割軽減の対象の人については、年金生活者支援給付金の支給の対象とならないことなどを踏まえ、
１年間に限り8.5割軽減が据え置きになります。

※２　９割軽減の対象であった人については、年金生活者支援給付金の支給や介護保険料の軽減強化といっ
た支援策の対象となります。（ただし、課税対象者が同居している場合は対象となりません。年金生
活者支援給付金の支給額は納付実績などにより異なります）

※３　５割軽減について、27.5万円から28万円に基準が変更となりました。

※４　２割軽減について、50万円から51万円に基準が変更となりました。

高額療養費の対象になった人は

　高額療養費申請手続きのお知らせを送付します。申請は初回のみで加入期間中有効です（振り込む口座
番号が変更になった場合は必要です）。１カ月（同じ月内）の医療費の自己負担額が限度額を超えた場合は、
超えた分が申請時に指定いただいた口座に振り込まれます。ただし、入院時の食事代や保険適用外の差額
ベッド代などは、支給の対象外です。

均等割額
被保険者１人当たり

40,907円

所得割額
本人の所得に応じ

（所得※－33万円）×8.30％

年間保険料
上限額62万円

100円未満切り捨て
＋ ＝
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  高齢受給者証
　医療機関での窓口負担割合（２割、３割のどちらか）が
記載されている証で、70～74歳の人に交付しています。
有効期限は毎年７月末までです。新しい証を７月下旬に
発送します。

  限度額適用認定証
  限度額適用・標準負担額減額認定証
　医療機関での窓口負担を限度額までにする認定証で
す。個人住民税非課税世帯の人は、入院時の食事代も
減額になります。交付対象者は、70歳未満の人、70歳
以上75歳未満で住民税非課税世帯の人と、住民税課税
所得145万円以上690万円未満の人が対象です。
　有効期限は毎年７月末までです。認定証が必要な場
合は、免許証などの本人確認書類、保険証、マイナンバー
が分かるもの、印鑑を持参の上、手続きしてください。
※国保税の未納がある場合は、「限度額適用認定証」の
交付はできません。

  特定疾病療養受療証
　人工透析や血友病など、高額な治療を長期間必要と
する人に交付している証です。有効期限は毎年７月末ま
でです。新しい証を７月下旬に発送します。

  被保険者証（保険証）
　現在お使いの「黄色」の保険証の有効期
限は７月31日です。７月下旬に「桃色」の
新しい保険証を郵送します。有効期限は
令和２年７月31日です。黄色の保険証は、
８月１日以降にご自身で裁断するなどし
て破棄してください。
※医療費の一部負担金の割合が、変更に
なっている場合がありますので、ご確認
ください。

  限度額適用認定証
  限度額適用・標準負担額減額認定証
　医療機関での窓口負担を限度額までに
する認定証です。交付対象者は、個人住
民税非課税世帯の人と、現役並み所得者
で課税標準額が145万円から690万円未
満までの人が対象です。
　有効期限は毎年７月末までです。一度
申請すると、８月以降も該当する場合に
は期限前に市から新しい認定証を送付し
ます。入院して認定証を提示せずに医療
機関で支払いをした場合は、後日、差額
を高額療養費として支給します。

※「限度額適用認定証」「限度額適用・標準負担額減額認定証」「特定疾病療養受療証」は、世帯に平成30年中の所得の住民
税申告をしていない人がいると、更新ができません。収入が無い場合や非課税年金を受給している場合も申告をしてください。
■問い合わせ　市民課国保・年金係　℡市内線422・423

　
国
民
年
金
保
険
料
に
は
、
免
除

や
納
付
猶
予
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

納
付
に
お
困
り
の
場
合
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

保
険
料
免
除
制
度

　
本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前

年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
や
失
業

し
所
得
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
で

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

本
人
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
所

得
に
応
じ
て
保
険
料
の
納
付
を
免

除
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
納
付
猶
予
制
度

　
20
～
50
歳
未
満
の
学
生
以
外
の

人
で
、
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
は
、

本
人
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

■
今
年
度
免
除
・
納
付
猶
予
申
請

▽
申
請
期
間　
７
月
１
日
～

▽
承
認
期
間　
７
月
～
翌
年
６
月

【
共
通
事
項
】

　
失
業
な
ど
の
場
合
は
、
特
例
が

認
め
ら
れ
ま
す
。
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
な
ど
の
写
し
を
添
付
し
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
免
除
・

納
付
猶
予
制
度
の
ご
活
用
を
！

将
来
の
老
齢
・
障
害
・
遺
族
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

産
前
産
後
期
間
の
免
除
制
度

　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が

属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月
間

の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
多

胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日

ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
３

カ
月
前
か
ら
６
カ
月
間
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

　
産
前
産
後
期
間
の
免
除
は
、
保

険
料
を
納
付
し
た
も
の
と
し
て
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映
さ

れ
る
た
め
、
従
来
の
免
除
制
度
よ

り
も
優
位
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
期
間　
出
産
予
定
日
の
６

カ
月
前
か
ら　
※
産
前
の
場
合
は
、

出
産
予
定
日
が
分
か
る
も
の（
母

子
手
帳
な
ど
）を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

■
受
付　
松
本
年
金
事
務
所
ま
た

は
市
民
課
国
保
・
年
金
係

■
問
い
合
わ
せ

▽
松
本
年
金
事
務
所

℡
０
２
６
３・３
２・５
８
２
１

▽
市
民
課
国
保
・
年
金
係

℡
市
内
線
４
３
４

国民健康保険 後期高齢者医療

保険証の更新手続きをしてください
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　市では「市民参画と協働のまちづくり」を推進するため、市民団体
が自主的、主体的に行う活動で、公益性の高いまちづくり事業に対
して、財政面から支援しています。
　今回は、令和元年度「ひとが輝くまちづくり事業」に採択された９
団体の主な活動や熱い思いを紹介します。内容は、各団体から提出いただいた原稿を基に掲載しています。
※ひろげようまちづくり活動、地域創生活動は「まちづくり事業」の区分です。表記を省略します。
■問い合わせ　市民活動サポートセンター　℡市内線830

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

宮
本
自
治
会　
大
杉
の
会

■
事
業
名　
仁
科
神
明
宮
を
核
と

し
た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業

■
補
助
金　
89
万
３
９
５
０
円

■
代
表
者　
宮
崎
勇

■
代
表
者
の
一
言　
今
年
は
、
仁

科
神
明
宮
の
20
年
に
一
度
の
遷
宮

祭
の
年
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
神
明

宮
の
魅
力
を
広
げ
、
地
域
の
活
性

化
を
目
指
し
て
活
動
し
て
き
ま
し

た
。
今
年
も
、
参
拝
記
念
木
札
の

配
布
や
散
策
路
の
山
野
草
紹
介
プ

レ
ー
ト
板
と
広
域
観
光
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
の
看
板
設
置
、
遷
宮
祭
で

の
お
も
て
な
し
、
地
域
の
作
家
の

作
品
展
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
が
仁
科
神
明
宮
を
訪
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

わ
っ
ぱ
ら
ん
ど
を
育
む
会

■
事
業
名　
わ
っ
ぱ
ら
ん
ど
創
立

20
周
年
記
念
事
業「
次
世
代
へ
つ

な
げ
る
協
働
」

■
補
助
金　
１
３
５
万
円

■
代
表
者　
小
林
敏
博

■
代
表
者
の
一
言　
市
民
の
手
づ

く
り
で
始
ま
っ
た
公
園「
わ
っ
ぱ

ら
ん
ど
」は
、
今
年
で
20
周
年
。

安
全
な
水
辺
空
間
と
し
て
広
く
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。「
20
周
年
の

こ
の
機
会
に
、
親
子
三
世
代
が
楽

し
ん
で
で
き
る
作
業
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

次
世
代
に
つ
な
げ
た
い
」そ
ん
な

思
い
か
ら
、
８
月
11
日（
日
）の
山

の
日
に
、
み
ん
な
で
２
０
０
ｍ
の

流
し
そ
う
め
ん
を
つ
く
り
ま
す
。

皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

二
重
自
治
会

■
事
業
名　
お
ひ
さ
ま
融
雪
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
９

■
補
助
金　
１
０
１
万
２
７
０
０
円

■
代
表
者　
飯
沢
壮
一

■
代
表
者
の
一
言　
昨
年
度
補
助

金
を
い
た
だ
き
、
市
道
蟻
坂
線
の

支
障
木
伐
採
を
１
㎞
行
い
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
今
年
の
冬
は
倒

木
に
よ
る
道
路
の
通
行
止
め
は
１

件
も
な
く
、
日
当
た
り
が
良
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
凍
結
路
面
も
大

幅
に
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
年
は
３
年
計
画
の
２
年

目
と
な
り
ま
す
。
お
日
さ
ま
の
力

を
借
り
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
通

行
で
き
る
、
良
好
な
道
路
環
境
を

作
り
ま
す
。

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

大
町
市
東
山
山
麓

活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■
事
業
名　
大
町
市
東
山
山
麓
活

用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■
補
助
金　
１
４
２
万
５
０
０
０
円

■
代
表
者　
上
田
智
夫

■
代
表
者
の
一
言　
私
た
ち
は
、

大
町
市
東
山
に
位
置
す
る
鷹
狩
山

周
辺
の
自
然
環
境
の
素
晴
ら
し
さ

を
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
い

う
山
岳
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
多

く
の
市
内
外
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

一
昨
年
よ
り
活
動
を
続
け
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
年
度
で
３
回
目
の

開
催
と
な
る
鷹
狩
山
ト
レ
イ
ル
ラ

ン
ニ
ン
グ
大
会
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
開

催
な
ど
を
通
し
て
、
健
康
増
進
、

観
光
振
興
を
図
り
ま
す
。

令和元年度

ひとが輝くまちづくり事業
補助団体の紹介

皆さんの
｢やる気｣と｢熱意｣を

支援します
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ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

北
ア
ル
プ
ス
奉
納
太
鼓

実
行
委
員
会

■
事
業
名　
北
ア
ル
プ
ス
の
自
然・

文
化
な
ど
の
地
域
資
源
の
魅
力
発

信
と
大
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
事
業

■
補
助
金　
90
万
円

■
代
表
者　
倉
科
健
一

■
代
表
者
の
一
言　

７
月
26
日

（
金
）に
喜
多
郎
さ
ん
監
修
に
よ
る

第
７
回
北
ア
ル
プ
ス
奉
納
太
鼓
を

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

（
大
町
・
松
川
地
区
）で
開
催
し
ま

す
。
11
月
16
日（
土
）に
は
、
20
年

に
一
度
の
仁
科
神
明
宮
の
式
年
遷

宮
祭
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
に
、
喜
多
郎
さ
ん
と
共
に

大
北
各
地
域
の
太
鼓
連
が
参
加
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

早
春
賦
を
愛
唄
す
る

市
民
の
会

■
事
業
名　
早
春
賦
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
事
業

■
補
助
金　
１
０
８
万
円

■
代
表
者　
相
模
一
男

■
代
表
者
の
一
言　
早
春
賦
を
愛

唱
す
る
グ
ル
ー
プ
を
引
き
継
い
で

３
年
目
、
合
唱
団
の
露
出
度
を
高

め
、
会
員
も
１
０
０
人
を
超
え
ま

し
た
。
大
町
と
い
え
ば「
早
春
賦
」

も
形
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
観
光
に

も
貢
献
で
き
る
活
動
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
今
年
は
、も
う
一
歩「
市

民
の
健
康
づ
く
り
」と「
市
民
の
居

場
所
づ
く
り
」を
推
進
し
、
合
唱

団
と
い
う
枠
を
突
き
抜
け
て「
ま

ち
づ
く
り
」の
本
質
的
な
活
動
を

充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

信
濃
お
お
ま
ち
観
光
活
性
化
倶
楽
部

ひ
か
り
の
饗
宴
実
行
委
員
会

■
事
業
名　
梅ツ

雨ユ

入イ
ル

美ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン

in
信
濃
大
町
ひ
か
り
の
饗
宴
事
業

■
補
助
金　
１
４
２
万
５
０
０
０
円

■
代
表
者　
荒
澤
靖
、
山
田
高
司

■
代
表
者
の
一
言　
大
町
の
風
物

詩
と
な
り
つ
つ
あ
る「
梅
雨
入
美

ネ
ー
シ
ョ
ン
」、
今
年
は
花
フ
ェ

ス
タ
で
夜
の
市
街
地
も
彩
り
ま
し

た
。
温
泉
郷
の「
梅
雨
入
美
」は
８

月
24
日（
土
）ま
で
。
国
営
ア
ル
プ

ス
あ
づ
み
の
公
園
の
協
力
に
よ

り
、
ぽ
か
ぽ
か
ラ
ン
ド
美
麻
で
も

展
開
中
で
す
。
市
民
保
有
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
と
活
用
し

て
、梅
雨
時
か
ら
夏
に
か
け
て「
夜

歩
け
る
観
光
地
」を
市
民
の
力
で

作
り
ま
し
ょ
う
。

活
動
継
続
支
援
事
業

高
瀬
川
ほ
た
る
の
里
保
存
会

■
事
業
名　
ほ
た
る
の
里
の
案
内

用
の「
の
ぼ
り
旗
」と「
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
」の
補
充
事
業

■
補
助
金　
19
万
円

■
代
表
者　
北
沢
学

■
代
表
者
の
一
言　
補
助
金
活
用

後
も
４
年
間
、
毎
年
常
盤
の
蛍
を

皆
さ
ん
に
会
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
高
瀬
川
の
蛍
が
ど
こ
よ

り
も
遅
く
発
生
す
る
の
は
、
氷
河

の
水
の
恩
恵
が
あ
れ
ば
こ
そ
。
ゲ

ン
ジ
ボ
タ
ル
が
七
夕
を
過
ぎ
て
も

見
ら
れ
る
特
殊
な
環
境
を
大
切
に

守
っ
て
き
た
常
盤
上
一
地
区
の
皆

さ
ん
の
努
力
の
た
ま
も
の
を
見
に

来
て
く
だ
さ
い
。
の
ぼ
り
旗
と
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
目
印
で
す
。

蛍
に
会
い
に
来
て
！

地
域
創
生
活
動

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ケ
ッ
ト

■
事
業
名　
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
を

活
用
し
て
花
育
で
大
町
を
元
気
に

す
る
事
業

■
補
助
金　
47
万
５
０
０
０
円

■
代
表
者　
小
林
鈴
子

■
代
表
者
の
一
言　
花
好
き
な
仲

間
が
大
町
の
た
め
に
何
か
し
た
い

と
集
ま
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ケ
ッ
ト
。

市
内
に
あ
る
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の

整
備
を
始
め
ま
し
た
。
人
気
育
種

家
矢
澤
秀
成
先
生
の
講
座
を
開
催

し
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
整
備
を

進
め
ま
す
。
一
緒
に
や
っ
て
も
ら

え
る
仲
間
を
募
集
中
。
で
き
る
と

き
だ
け
の
参
加
で
も
大
歓
迎
。
矢

澤
先
生
か
ら
正
し
い
花
づ
く
り
の

知
識
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
作

業
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
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こんにちは！
池田和博と申します。
　登山が趣味で、連休と
もなれば大阪から車を走
らせて、何度も妻と北ア
ルプスを訪れていました。
私自身、そして妻にとっ
ても、この雄大な山々に
は特別な思い出がたくさ
んあり、いつか北アルプ

スの麓で暮らすことをずっと夢見ていました。
　このたび、こうして大町に移住できたこと、
家族ともども大変うれしく思っておりますし、
地域の皆さんの優しさや大町の歴史に触れ、ま
すますこの町が好きになりました。
　あと数カ月で２人目の子どもが生まれるので
すが、自然の美しさ、厳しさを身体いっぱい感
じて、大町の素晴らしい環境の中、すくすく育っ
ていってくれたらなぁ、と思っています。
　まだまだ至らない点など多々あるかと思いま
すが、大町の魅力を多くの人に伝えていけるよ
うに一生懸命頑張りたいと思っております！ 皆
さんどうぞよろしくお願いいたします。

こんにちは。
鈴
すず

木
き

啓
けい

と申します。
　この４月から大町
で地域おこし協力
隊として活動してお
ります。前職は東京
でディスプレイ業お
よび内装仕上工事

業の仕事に従事しておりました。
　大町には、まちの美しさに引かれやってきま
した。日々変わってゆく季節を肌で感じ、美し
い山岳風景に感動する毎日です。
　まだまだ大町のことは知らないところばか
りで、毎日いろいろな発見をしております。こ
れから３年間、大町のたくさんの魅力を探して、
自分なりに大町の魅力を発信していければいい
なと思っております。
　また、来年開催される北アルプス国際芸術祭
では、前職の経験を生かし微力ながらお手伝い
していきたいと思います。よろしくお願いいた
します。

はじめまして！
中
なか

久
ひさ

祭
まつり

と申します。
　去年大町に訪れた際に
ここに住みたい！ と思
い立ち、あれよあれよと
いう間に神奈川県川崎市
からやってまいりました。
元々は京都出身で、前職
は商業施設に施す特殊塗
装や壁画の仕事をしてい

ました。大町に来てからは季節の変化や日々の
景色に毎日わくわくしています。あと水道水が
おいしいおかげでやたらと水を飲むようになり
ました（笑）。
　以前は趣味の登山で北アルプスへ遊びに来て
いた大町ですが、今は大町のまちや人への好奇
心の塊で、機会を見つけてはいろいろな場所へ
お邪魔させていただいています。
　地域の皆さんと共に大町の魅力を伝えていけ
る一人になれればと思っています。ご指導のほ
ど、どうぞよろしくお願いいたします。

はじめまして！
貝津由香と申します。
　この春から、2020
年に開催される北
アルプス国際芸術
祭の開催に向けて
まちづくり交流課で
芸術祭の仕事に携
わっています。

　こちらに来る前は東京でイラストレーターと
Ｗｅｂのコーダーをしていて、元々東北育ちで
自然が好きなこともあり、大町の大自然に引か
れてやってきました。
　就任してからは町を知るために、街中から山
里までいろいろなところを回ったのですが、何
といっても山と水が素晴らしく、見るたびにき
れいだなぁとため息が出ます。
　豊かな自然はもちろんのこと、個人的には民
芸やものづくり、動物の生態に興味があるので、
そういった視点からも大町の魅力を伝えていき
たいです。どうぞよろしくお願いいたします。

４月から、新しく４人の協力隊が着任しました

「あんじゃねぇ通信」
信濃大町・地域おこし協力隊活動日誌⑬

check!
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　５月28日、神奈川県川崎市で、児
童を含む多数の人が被害者となる殺傷
事件が発生しました。このような痛ま
しい事件や事故を無くすために、市教
育委員会では、大町市通学路安全推進
会議などを活用しながら、児童・生徒
の登下校時の安全確保に向けた取り組
みを進めています。
　登下校する児童・生徒の安全を守る
には、市民の皆さんの「ながら見守り」
が有効です。地域の「まなざし」が安心
安全なまちづくりにつながりますので、ご協力をお願いします。

「ながら見守り」って何をすればいいの？
　「ながら見守り」は、日常生活の中で、防犯の視点を持って子どもたちを見守る活動です。
　普段の生活の中で、少しだけ意識を傾けてみてください。

■問い合わせ　学校教育課学校教育係　℡市内線612・613

　
市
、
市
農
業
技
術
者
連
絡
協
議

会
、
Ｊ
Ａ
大
北
で
は
、
農
業
用
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
農
薬
空
き
容
器

（
空
ポ
リ
、
ガ
ラ
ス
瓶
、
空
き
缶
）

を
回
収
し
ま
す
。

　
農
薬
空
き
容
器
の
回
収
は
、
事

前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
Ｊ

Ａ
大
北
各
営
農
セ
ン
タ
ー
・
各
支

所
営
農
窓
口
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
期
日　
７
月
22
日（
月
）

■
回
収
場
所
・
時
間

▽
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

午
前
９
時
～
11
時　

▽
Ｊ
Ａ
大
北
中
部
営
農
セ
ン
タ
ー

午
前
９
時
～
11
時

▽
Ｊ
Ａ
大
北
美
麻
支
所　
午
前
９

時
～
11
時

▽
八
坂
野
平
山
村
広
場　
午
前
９

時
～
９
時
30
分

▽
Ｊ
Ａ
大
北
三
原
野
菜
集
荷
場

午
前
10
時
～
11
時

■
委
託
処
理
料
金

（
１
㎏
当
た
り
、
運
賃
・
税
込
み
）

▽
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
65
円

▽
農
薬
空
き
容
器
…
…
１
６
５
円

▽
特
殊
空
き
容
器
…
…
５
０
０
円

■
持
ち
物　
委
託
処
理
料
金
、印
鑑

（
個
人
と
処
理
業
者
間
で
委
任
状

を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
）

■
荷
造
り
上
の
注
意

▽
で
き
る
だ
け
天
気
の
良
い
日
に

乾
燥
状
態
で
荷
造
り
す
る
。

▽
農
ビ
、
農
ポ
リ
、
肥
料
袋
に
分

け
て
荷
造
り
す
る
。
特
に
肥
料
袋

は
他
の
物
と
混
同
し
な
い
。

▽
結
束
に
は
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
を
使

用
し
十
字
に
束
ね
る（
荒
縄
、
針

金
な
ど
は
使
用
し
な
い
）。

■
運
搬
す
る
と
き
の
注
意

　
回
収
場
所
へ
の
運
搬
時
に
は
、

車
両
に
表
示
・
書
面
の
備
え
付
け

（
携
帯
）が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
農
地
か
ら
収
納
場
所
に
運
搬

す
る
場
合
も
同
様
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
・
５
３
６
４

▽
Ｊ
Ａ
大
北
中
部
営
農
セ
ン
タ
ー

℡
２
２
・
１
７
７
５

▽
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

℡
市
内
線
６
３
５

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
農
薬
、

農
薬
空
き
容
器
の
回
収

「ながら見守り」へのご協力を！

犬の散歩を
しながら

畑仕事を
しながら

買い物に
行きながら

花の水やりを
しながら
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　通常の学区と異なり、通学区を広げて児童・生徒の募集を行う小規模特認校制度により、八坂小学校、
八坂中学校、美麻小中学校の３校は今年度も市内全域から児童・生徒を募集します。
　詳しくは、各校のホームページをご覧ください。

体験活動を重視し主体性を育てる
八坂小学校、八坂中学校
■特色
1　少人数の特色を生かし、小中連携教育を進め、

確かな学力を身に付けさせ、一人一人の願いの実
現を図ります。
2　子どもたちに自ら学ぶ意欲や主体的な態度が身

に付くように、地域の自然や伝統・文化を体験的
に学ぶ学習を充実させます。
3　特認校制度の下に転入学した児童・生徒のうち、

４年生以上は定期的（年間３回を予定）に山村留学
センターを利用した通学合宿を実施して、集団の
中での規則正しい生活習慣と生活力を高めます。

■募集する学年・人数　令和２年度の中学３年生を
除く学年を対象に学区外から若干名
■募集期間　７～12月
■学校見学会

▽八坂小学校　７月19日（金）、11月15日（金）

▽八坂中学校　９月７日（土）、11月15日（金）

▽内容　授業参観、学校説明
■問い合わせ

▽八坂小学校（教頭）　℡26-2010

▽八坂中学校（教頭）　℡26-2020

自律した学習者を育てる
新たな歩みを始めた美麻小中学校
■特色
1　義務教育学校として、一貫教育を行います。義

務教育９年間を心身と学びの発達に合わせてホッ
プ期（１～４年）、ステップ期（５～７年）、ジャンプ
期（８～９年）の３つの課程で構成し、５年生から
は教科担任制の指導を行います。
2　東海大学と美麻公民館の連携により開発され

た「元気アップ運動」を毎朝全校児童・生徒が行い、
体力を向上させるとともに心身の安定を図ります。
3　全校による米国メンドシーノとの交流事業や、

５・６年生は姉妹校Ｋ８スクールなど米国への訪
問事業（隔年）で、コミュニケーション能力や国際
感覚を養います。

■募集する学年・人数　令和２年度の全学年を対象
に学区外から若干名
■募集期間　９～12月
■学校見学会

▽期日　７月９日（火）

▽内容　元気アップ運動、授業参観、学校説明
■問い合わせ
　美麻小中学校（副校長）　℡29-2004

　30 年度にあった公文書の公開請求は 116 件です。運用の内訳は、表のとおりです。
　公文書の一部公開は、特定の個人が判別できる場合や法人などに関する情報で、公にすることにより、
当該法人などの権利、競争上の地位を害する恐れがあるなどの理由で、一部公開としました。
　公平委員会、監査委員、農業委員会および固定資産評価審査委員会への公開請求はありませんでした。
■問い合わせ　庶務課行政管理係　℡市内線 511

公文書の公開請求・個人情報の開示請求件数と処理状況

実施機関　　　　　区分 請求
処理状況

取り下げ 審査請求
公開 一部公開 非公開（不存在含む）

市長（水道部・病院含む ) 101 41 33 25 2 −
教育委員会 6 1 5 − − −
議会 5 3 1 1 − −
選挙管理委員会 4 1 3 − − −

計 116 46 42 26 2 −

個人情報の開示請求
請求

処理状況
取り下げ 審査請求

承諾 一部不承諾 不承諾（不存在含む）

5 4 1 − − −

八坂小学校・八坂中学校・美麻小中学校

市内全域から児童・生徒を募集！

平成30年度の運用状況 公文書公開・個人情報開示請求
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　近年、外来植物の「アレチウリ」が、河川敷や道路沿い、休耕田や空き地などさまざまなところで見
受けられます。一見害のない外来植物ですが、在来植物に代わって広範囲に繁茂し、生態系に被害を
及ぼす厄介な存在です。地域本来の生態系の維持のため、市では定期的な駆除による根絶を目指して
います。市民の皆さんも、ご自宅や所有地などに生えているアレチウリを見かけましたら、早期の駆
除にご協力をお願いします。

■特徴

▽初夏から徐々に発芽し、８～10
月に開花・結実します。

▽葉や茎には細かいとげがたくさ
んあり、特に種子には硬いとげ
が生えます。

▽他の植物に巻き付くための巻き
ひげがあります。よく似ている

「クズ」には巻きひげがありません。
■駆除の方法
①根から抜き取ってください。

▽できるだけ結実前に抜き取りま
しょう。

▽生えてこなくなるまで数年間続
けましょう。

②種子の飛散を防ぐため、抜き取
り後はビニール袋に入れましょう。

▽北アルプスエコパークおよび大町リサイクルパーク（旧環境プラント内）に持ち込んでいただければ、
無料で引き取ります。

■問い合わせ　生活環境課環境保全係　℡市内線465

　
動
物
の
飼
い
主
に
は
、
動
物
を

適
正
に
飼
育
す
る
責
任
が
あ
り
、

自
覚
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
動

物
の
繁
殖
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、

不
妊
・
去
勢
手
術
な
ど
繁
殖
制
限

の
措
置
を
取
る
の
も
そ
の
一
つ
で

す
。
不
用
意
な
繁
殖
で
適
正
な
飼

育
が
で
き
る
頭
数
を
超
え
る
と
、

不
幸
な
犬
や
猫
が
増
え
る
結
果
に

な
り
ま
す
。

　
長
野
県
動
物
愛
護
会
大
北
支
部

で
は
、
犬
・
猫
の
不
妊
・
去
勢
手

術
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
対
象　
市
内
に
住
ん
で
い
る
犬

ま
た
は
猫
の
飼
い
主

■
条
件

▽
12
月
31
日（
火
）ま
で
に
、不
妊・

去
勢
手
術
を
済
ま
せ
る
こ
と

▽
後
述
の「
手
術
可
能
な
動
物
病

院
」で
手
術
を
受
け
る
こ
と

▽
一
世
帯
に
つ
き
１
匹

▽
犬
は
登
録
お
よ
び
狂
犬
病
予
防

注
射
が
済
ん
で
い
る
こ
と

▽
永
久
的
な
不
妊
・
去
勢
手
術
を

行
う
こ
と

▽
生
後
６
カ
月
以
上
５
歳
程
度
以

下
の
犬
ま
た
は
猫

■
補
助
金
額　
雄
・
雌
い
ず
れ
も

１
匹
に
つ
き
３
０
０
０
円

※
定
数
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

■
手
術
可
能
な
動
物
病
院

▽
横
澤
動
物
医
院（
北
原
町
）

℡
２
２
・
０
２
３
６

▽
あ
づ
み
動
物
病
院（
常
盤
・
上

一
）

℡
２
２
・
７
５
９
０

▽
松
沢
動
物
病
院（
白
馬
村
）

℡
７
２
・
２
６
６
０

■
申
し
込
み　
８
月
30
日（
金
）ま

で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
生
活

環
境
課
環
境
衛
生
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
市
内
線
４
６
１
・
４
６
２

▽
長
野
県
動
物
愛
護
会
大
北
支
部

（
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
食
品
・

生
活
衛
生
課
内
）

℡
２
３
・
６
５
２
８

犬
・
猫
の
不
妊
・

去
勢
手
術
費

葉全体

まきひげ種子

アレチウリの拡散を防ぎましょう

補助
制度
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風
し
ん
は
感
染
力
が
強
く
、
電

車
や
職
場
な
ど
人
が
集
ま
る
場
所

で
多
く
の
人
に
感
染
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
大
人
は
症
状
が
重

く
な
り
や
す
く
、
妊
娠
早
期
に
感

染
す
る
と
、
胎
児
が
先
天
性
風
し

ん
症
候
群
に
な
る
恐
れ
も
あ
り
ま

す
。

　
市
で
は
、
風
し
ん
の
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
公
的
な
予
防
接
種

を
受
け
る
機
会
が
な
か
っ
た
男
性

を
対
象
に
、
風
し
ん
の
定
期
接
種

を
実
施
し
ま
す
。
市
が
順
次
発
送

す
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
い
、
ま
ず

は
抗
体
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
対
象　
昭
和
37
年
４
月
２
日
～

昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男

性　
※
今
年
度
ク
ー
ポ
ン
券
を
発

送
す
る
対
象
は
、
こ
の
う
ち
昭
和

47
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
す
。
昭
和
47
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
に
は
、
来
年
度

以
降
に
発
送
し
ま
す
の
で
、
今
年

度
中
に
定
期
接
種
を
し
た
い
場
合

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間　
令
和
４
年
３
月
31

日
ま
で

■
費
用　
無
料　
※
ク
ー
ポ
ン
券

が
必
要
で
す

■
問
い
合
わ
せ

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
・
有
線
２
３
・
４
４
０
０

第
５
期
定
期
接
種
の
ご
案
内

風
し
ん

■抗体検査・予防接種の流れ

■実施医療機関

▽抗体検査
事業所健診や特
定健診の機会に
受けられます。
勤務先の企業（事
業所健診の人）や
市区町村（特定健
診の人）にお問い
合わせください。
下記の実施医療
機関でも受けら
れます。

▽予防接種
下記の実施医療機関で受けられます。当日の
体調や基礎疾患などで受けられない可能性が
あります。接種後、副反応が発生する恐れも
ありますので、必ず医師と相談してください。

※大北地域以外の実施医療機関でも受けられます。
　詳しくは、厚生労働省のホームページをご覧ください。

市町村 医療機関名 電話番号

大町市

遠藤内科医院 22-0031
小野医院 22-0047
柿下クリニック 21-1230
かさぎ皮ふ科 23-7723
加藤診療所 22-0989
菊地クリニック 21-2580
野村クリニック 85-0085
横澤内科医院 22-0371

大町総合病院 85-2234（抗体検査）
22-0415（予防接種）

松川村

みどりクリニック 62-5225
近藤医院 62-9187
吉村医院 61-5666
若林医院 62-2105

市町村 医療機関名 電話番号

池田町

太田医院 62-1010
北アルプス医療センターあづみ病院 61-1181
はーぶの里診療所 62-0210
平林メンタルクリニック
※予防接種のみ 61-1577

せりざわクリニック 62-3000

白馬村

栗田医院 72-2428
白馬診療所 75-4123
神城醫院 75-7050
しんたにクリニック 75-4177
横沢医院 72-2008

小谷村 小谷村診療所 82-2044

風しんへの抵抗力があ
りますので、定期の予防
接種の対象となりません。

クーポン券が届きます

抗体検査の予約をします

抗体検査

市から
抗体検査結果が届きます
（検査から約２カ月後）

抗体なし 抗体あり

予防接種を受けましょう
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避難情報の伝え方が変わりました

水位観測地点が増えました

　市では、長野気象台が発表する「警戒レベル」に合わせた避難情報の発令を始
めました。警戒レベルは、出された避難情報などに対してどのように行動する
べきかを、直感的に分かりやすく住民に伝えます。市は、気象庁や県からの情
報を基に、ためらいなく避難情報を発令します。「自らの命は自らが守る」意識
を持ち、日頃から災害リスクや避難行動について情報を集め、災害時に適切な
避難行動ができるようにしましょう。
■問い合わせ　消防防災課消防防災係　℡市内線515・516

　市内河川に、新たに水位計が設置され、よりきめ細
やかな水位が分かるようになりました。

■水位が確認できる箇所

▽要橋（平・源汲）

▽上花見橋（白塩町）

▽新壇行橋（常盤・西山）

▽大八橋（八坂・瀬口）

　水位は、国土交通省「川の防災情報」で確認できます。
パソコンやスマートフォンなどからご覧ください。

■国土交通省「川の防災情報」アドレス
　https://k.river.go.jp/
■問い合わせ
　消防防災課消防防災係　℡市内線515・516

警戒レベル 住民が取るべき行動 避難情報など

警戒レベル

5
既に災害が発生している状況です。命を守
るための最善の行動を取りましょう。

▽ 災害発生情報　※災害が実際に発
生していることを把握した場合に可
能な範囲で発令

市
が
発
令

警戒レベル

4
速やかに避難先へ避難しましょう。公的な
避難場所までの移動が危険と思われる場合
は、近くの安全な場所や、自宅内のより安
全な場所に避難しましょう。

▽避難勧告
▽避難指示（緊急）　

※地域の状況に応じて緊急的または
重ねて避難を促す場合などに発令

警戒レベル

3
避難に時間を要する人（高齢者、障がい者、
子どもなど）と、その支援者は避難しましょ
う。その他の人は、避難の準備をしましょう。

▽避難準備・高齢者等避難開始

警戒レベル

2
避難に備え、ハザードマップなどにより自
らの避難行動を確認しましょう。

▽洪水注意報

▽大雨注意報　など 気
象
庁
が
発
表警戒レベル

1
防災気象情報などの最新情報に注意するな
ど、災害への心構えを高めましょう。 ▽早期注意情報

川の防災情報
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まちづくり行政懇談会

地域懇談会

　
四
期
目
の
市
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
二
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、「
市
長

へ
の
手
紙
」「
市
長
へ
の
メ
ー
ル
」「
行
政
懇
談
会
」「
地
域
懇
談
会
」
な
ど
を
通
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
市
政
へ
の
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
提
案
を
数
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
二
十
九
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
第
５
次
総
合
計
画
で
は
、
市
の
発
展
を
支
え
る
「
ひ

と
」
を
育
む
こ
と
を
重
要
課
題
と
し
、
市
の
将
来
像
を
「
未
来
を
育
む
　
ひ
と
が
輝
く
　
信

濃
お
お
ま
ち
」
と
掲
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
「
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
つ
ひ
と
を
育
む
ま
ち
」「
活
力

あ
ふ
れ
る
産
業
と
地
域
の
魅
力
を
活
か
し
た
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
」「
だ
れ
も
が
健
康
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」「
豊
か
な
自
然
を
守
り
快
適
に
生
活
で
き
る
ま
ち
」「
市
民
の

参
画
と
協
働
で
つ
く
る
ま
ち
」
の
五
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
政
策
の
柱
に

沿
っ
て
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
積
極
的
に
建
設
的
な
ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
町
市
長

市長と語ろう！ まちづくり
あなたのご意見・ご提案を市政に生かします

　「市長への手紙」「市長へのメール」は、市
民の皆さんが日頃考えていることを市長に
お寄せいただき、今後のまちづくりに反映
させていくために行っています。お寄せい
ただいたご意見・ご提案などは、市長が必
ず全てに目を通し、内容により担当課に指
示をして検討し、お返事を作成の上、お送
りしています。
　団体やグループとの「まちづくり行政懇
談会」、自治会との「地域懇談会」では、市
長が直接、皆さんからのご意見・ご提案を
いただいています。市の将来のためご参加
をお願いします。
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市長と語ろう！ まちづくり

地域懇談会まちづくり行政懇談会

市長への手紙・市長へのメール

　市連合自治会では、各自治会の主催に
より、地域の課題について、市長に直接、
質問や提案などができる「地域懇談会」を
行っています。これまでに延べ131の自
治会が開催し、延べ2020人が参加して
います。
　懇談会では、参加者からの質問や提案
などに、市長がその場で返答します。即
答が難しい場合は、後日、担当課へ確認
した上で必ず返答しています。今年度も
引き続き多くの自治会での開催と大勢の
皆さんのご参加をお願いいたします。
■申し込み　事前に電話または直接、市
連合自治会事務局にお申し込みください。
懇談時間は１時間30分程度です。
■問い合わせ　市連合自治会事務局（市民
活動サポートセンター内）　℡市内線831

30年度中にいただいた
一部をご紹介
市長への手紙（生活・環境）

■お寄せいただいたご意見
　やしろ公園の滑り台が古くなって滑りが
悪くなっています。子どもが危険な目に遭
いました。早急な対応をお願いします。
■市長からのお返事
　このたびは、お子さまに危ない思いをさ
せてしまいましたことについて、心よりお
詫び申し上げます。
　ご指摘の滑り台は、平成６年に設置した
もので、滑り面がローラーで構成されてい
る「ローラー滑り台」と呼ばれているもので
す。早速、担当課に点検を行うよう指示
しましたところ、ローラーが外れているよ
うな箇所は無かったものの、スムーズに回
転しないローラーがあり、滑っている途中
で減速してしまうことを確認したとの報告
だったため、直ちに専門業者に連絡し、不
具合の箇所を早急に交換することといたし
ました。
　修繕工事には、ある程度の期間が必要と
なりますので、その間は滑り台が使えずご
不便をお掛けしますが、ご理解、ご協力を
いただきますようお願いします。
　また、毎月１回実施しております点検の
方法などを見直し、安全に公園をご利用い
ただけるよう万全を期してまいります。

　市民と行政が連携し、協働してまちづくりを
進める市民参加の市政を実現するために、市長
と市内各種団体やグループなどの皆さんが、膝
を交えて大町市の将来について懇談する「市長と
語ろう！ まちづくり行政懇談会」を平成18年11
月から行っています。
　これまでに68回開催し、市政全般やまちづく
りに関するご意見・ご提案をいただいています。
■申し込み　事前に電話または直接、情報交通
課広聴広報係にお申し込みください。懇談時間
は１時間30分程度です。開催日時・場所は団体
の代表者と相談して決定します。
※承諾いただいた場合は、懇談の内容を市ホー
ムページの「市長の部屋」内に掲載させていただ
きます。
■問い合わせ　情報交通課広聴広報係
　℡市内線404

　市長への手紙　
■30年度の実績　50通
　内訳は複数項目にわたる内容があり、保健・福祉６件、
病院・医療９件、生活・環境29件、子育て・教育８件、産業・
観光15件、防災・行政19件でした。
■提出方法
　今回折り込んだ用紙に、市政に対するご意見・ご提案を
記入の上、市役所本庁舎や市八坂支所、市美麻支所、各公
民館にある投函(とうかん)箱に入れてください。
　市長へのメール　  
■30年度の実績　70通
　内訳は複数項目にわたる内容があり、保健・福祉４件、
病院・医療５件、生活・環境18件、子育て・教育11件、産業・
観光10件、防災・行政27件でした。
■送信方法
　市ホームページのトップページ→市長への手紙・メール→
mayor@city.omachi .nagano.jpへお送りください。
受信拒否設定（フィルタリング）を行っている場合は、必ず

【mayor@city.omachi.nagano.jp】を受信許可してください。
　共通事項　
　お寄せいただいたご意見・ご提案には、お返事をお送り
しますので、必ず住所、氏名の記入をお願いします。内容
によっては、関係部署との調整が必要なことから、お返事
までに２週間程度かかる場合があります。「広報おおまち」
や市ホームページなどで紹介させていただく場合がありま
す。その際は、個人が特定できる内容は掲載しません。

■問い合わせ　情報交通課広聴広報係　℡市内線404
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催 し
稲垣潤一コンサート2019

12月21日土　開演17:30　開場17:00
　日本のＡＯＲシーンを代表するシンガー、稲垣潤一。輝き続けるシルキーボイス。「ドラマティッ
ク・レイン」「クリスマスキャロルの頃には」などのヒット曲から最新の楽曲まで、時間旅行をお楽
しみください。

■会場　文化会館　大ホール
■チケット　全席指定
前売り6,600円　当日7,000円（全て税込み）
■文化会館特別先行発売日

▽日時　７月14日（日）　午前９時～午後５時

▽会場　文化会館
※窓口販売のみ。他のプレイガイドでは行いません。
午後５時までの来館で締め切ります。１人６枚までです。
■一般発売　８月４日（日）

▽文化会館　窓口販売：午前９時～
　　　　　　電話予約：午後１時～
※窓口販売で完売した場合、電話予約はありません。

▽その他プレイガイド　午前10時～
■プレイガイド　文化会館、ＳＢＣチケット、ローソ
ンチケット、チケットぴあ
■問い合わせ　文化会館　℡・有線22-9988

　1953年７月９日生まれ。仙台市出身。
　中学時代から本格的なバンド活動を始める。高校卒業後、ライブハウス、
ディスコなどさまざまな場所でライブ活動をする中、ドラムを叩きながら
のボーカルというスタイルで注目を浴び、1982年「雨のリグレット」でデ
ビュー。「ドラマティック・レイン」(1982）や「夏のクラクション」(1983）、

「クリスマスキャロルの頃には」(1992）ほか。2016年から「コンセプトライ
ブ」を行う。2017年９月オリジナルアルバム「HARVEST」を発売。

稲垣潤一

【広告】

●勤務曜日：月・水・金の週３日　●時間：９:00〜14:00頃　●月給：50,000円〜70,000円
○完全土日休み　○子育て中の主婦活躍中　○60歳以上の方歓迎！　○丁寧な研修制度で安心

大町市大町2931-1　求人問合せ（0261）85-4780　担当：加藤（女性）

明治の宅配マルエー大町新規出店につき
オープニング宅配スタッフ大募集！
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～長野県大町建設事務所より継続的に情報を発信します～

　大町建設事務所では、松本糸魚川連絡道路大町
市街地区間の「複数ルート帯案と評価項目の設定」
について、５月21日から６月６日にかけて市内６
地区で地域の皆さんと意見交換を行いました。主
なご意見をご紹介します。

▽現在の景観や穏やかな暮らしを望んでいる人も
いる。道路の必要性をもっと明確にした上で計
画を進めるべき。

▽ 松糸道路は高速交通網がない大町には必要不
可欠な道路である。現在の国道は迂

う

回
か い

路がなく、
災害時には交通がまひしてしまう。丈夫で安心して通れる道路が欲しい。

▽大町市街地は２～３分で通り過ぎてしまう。大町に寄ってみたいと思われる道路に。

▽立山黒部アルペンルートを訪れる観光客が市街地を通るようなルートにしてほしい。

▽東ルートにした場合、景観が良いとの意見があるが、現在の東山からの眺望が阻害されてしまうの
ではないか。　

▽農具川は住民が手を入れて保全している。大きな盛り土の道路ができるのは好ましくない。

▽東側には道の駅を造る場所がない。
　他にも多くのご意見をいただいております。いただきましたご意見は、今後の検討の参考にさせて
いただきます。さらに多くの人のご意見をお聞きしたいため、自治会や各種団体、グループなど、お
声掛けいただければ意見交換会を開催いたします。お気軽にご連絡ください。

■問い合わせ　大町建設事務所整備・建築課計画調査係
　℡23-6534(直通)　　23-6532　Eメールomachiken-seiken@pref.nagano.lg.jp

地域を支える松本糸魚川連絡道路の整備
松本糸魚川連絡道路ニュース　　Vol.7

　
４
月
に
開
幕
し
た
全
国
都
市

緑
化
フ
ェ
ア「
信
州
花
フ
ェ
ス

タ
」は
、
目
標
を
大
き
く
上
回

る
70
万
人
を
超
え
る
入
場
者

を
迎
え
て
大
き
く
盛
り
上
が
り
、

先
月
16
日
、
閉
幕
し
ま
し
た
。

市
内
で
も
、
信
濃
大
町
駅
前
広

場
公
園
な
ど
３
カ
所
の
サ
テ
ラ

イ
ト
会
場
は
、
花
と
緑
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
美
し
く

飾
ら
れ
、
多
く
の
来
訪
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

た
く
さ
ん
の
花
と
緑
で
街
を
飾

り
、
多
く
の
お
客
様
を
迎
え
る

地
域
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
５
月
31
日
、
フ

レ
ン
ド
・
プ
ラ
ザ
大
町
で
大
北

防
犯
協
会
連
合
会
の
総
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
地

域
住
民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
と

相
互
の
連
携
に
よ
り
、
犯
罪
の

な
い
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。
こ
う
し
た
地
道
な
活
動

も
あ
っ
て
、
近
年
、
犯
罪
の
発

生
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
全
国
的
に
は
特
殊

詐
欺
や
子
ど
も
の
虐
待
な
ど
、

弱
い
立
場
の
高
齢
者
や
小
さ
な

子
ど
も
が
巻
き
込
ま
れ
る
事
件

が
相
次
い
で
い
ま
す
。
５
月
に

は
、
川
崎
市
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
待
つ
小
学
生
の
列
に
男
が
襲

い
掛
か
り
、
子
ど
も
や
保
護
者

の
方
が
犠
牲
に
な
る
と
い
う
、

痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
ま
し

た
。

　
大
町
市
で
は
こ
の
事
件
を
受

け
、
直
ち
に
青
色
パ
ト
カ
ー
を

増
強
し
て
、
児
童
・
生
徒
の
登

下
校
時
の
巡
回
活
動
を
強
化
し

ま
し
た
。
各
学
校
へ
は
、
通
学

時
の
安
全
教
育
の
徹
底
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
地
域
で
子
ど
も
達

の
安
全
を
守
る
た
め
に
は
、
通

学
路
沿
い
で
、
散
歩
や
農
作
業
、

買
い
物
途
中
で
の「
な・
が・
ら・
見

守
り
」も
重
要
で
す
。
地
域
の

未
来
を
託
す
子
ど
も
達
の
安
全

を
見
守
り
、
健
や
か
な
成
長
を

支
え
る
た
め
、
市
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

長野県
PRキャラクター
「アルクマ」
©アルクマ

こんにちは
牛越です
こんにちは
牛越です

【第112回】
安心安全なまちづくり

大町市長　牛越徹



広報おおまち　2019.7 20

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

お
で
か
け
通
信
○107

　

ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園（
大
町
・
松
川
地
区
）で
は
、
７
月
13

日
か
ら
、「
ず
ぶ
ぬ
れ
覚
悟
！ 

夏
の
ア
ル
プ
ス
大
冒
険 

～
サ
マ
ー

ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
～
」を
開
催
い
た
し
ま
す
。
北
ア
ル
プ
ス
の
清
流
乳

川
で
の
川
遊
び「
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
・
リ
バ
ー
」、
ア
ル
プ
ス
大
草
原

の
水
遊
び
プ
ー
ル「
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ラ
ン
ド
」を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
！ 

夏
休
み
の
宿
題
に
も
ピ
ッ
タ
リ
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ク

ラ
フ
ト
体
験
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
！

■
問
い
合
わ
せ　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
大
町
・
松
川
地
区
）　
℡
２
１
・
１
２
１
２

ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
・
リ
バ
ー

　
北
ア
ル
プ
ス
の
渓
流
・
乳
川
で

川
遊
び
。
夏
で
も
冷
た
い
水
と
澄

ん
だ
空
気
の
中
、
ア
ル
プ
ス
の
大

自
然
を
満
喫
し
よ
う
。

■
日
時　
７
月
13
日（
土
）～
８
月

25
日（
日
）　
午
前
10
時
～
午
後
４

時■
場
所　
ア
ル
プ
ス
大
草
原

食
体
験「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

　
　
　

  　
ジ
ャ
ム
づ
く
り
」

　
旬
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
使
っ
た

ジ
ャ
ム
作
り
。

■
日
時　
７
月
26
日（
金
）　
午
前

10
時
～
、
午
前
11
時
～
、
午
後
１

時
～
、
午
後
２
時
～

■
集
合　
森
の
体
験
舎　
食
工
房

■
定
員　
各
回
先
着
24
個
分

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
料
金　
６
０
０
円
／
個

夏
休
み
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
い
き
も
の
の
森
探
検
隊
」

　
動
物
の
足
跡
や
、
食
事
の
跡
、

ふ
ん
な
ど
を
観
察
し
、
動
物
の
行

動
や
活
動
を
学
ぼ
う
。

■
日
時　
７
月
27
日（
土
）、
８
月

３
日（
土
）　
午
前
10
時
～
正
午

■
集
合　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

■
対
象
・
定
員　
小
学
生
と
保
護

者　
先
着
５
組　
※
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

夏
休
み
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
」

　
空
気
と
水
の
圧
力
で
飛
ぶ
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
ろ
う
。

■
日
時　
７
月
27
日（
土
）・
28
日

（
日
）　
午
前
10
時
～
、
午
後
１
時

30
分
～

■
場
所　
ア
ル
プ
ス
広
場

■
対
象
・
定
員　
子
ど
も
と
保
護

者　
各
回
先
着
10
組　
※
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
持
ち
物　
５
０
０
㎖
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
２
本（
炭
酸
飲
料
、
く
び

れ
の
無
い
も
の
）

■
料
金　
５
０
０
円
／
個

【
共
通
事
項
】

▽
料
金
の
掲
載
の
な
い
も
の
は
無

料
で
す
が
、
入
園
料
は
必
要
で
す

（
中
学
生
以
下
無
料
）。

▽
申
し
込
み
の
掲
載
の
な
い
も
の

は
、
当
日
直
接
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、公
園
管
理
セ
ン
タ
ー（
大

町
・
松
川
地
区
）に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。
事
前

の
電
話
予
約
も
承
っ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.azum

ino-koen.jp /

時■
場
所　
河
畔
広
場

■
そ
の
他　

▽
足
元
の
保
護
の
た
め
、
必
ず
つ

ま
先
、
か
か
と
の
あ
る
靴
を
履
い

て
く
だ
さ
い
。

▽
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▽
雨
天
時
や
増
水
時
は
中
止
し
ま

す
が
、
代
わ
り
に
レ
ン
タ
ル
棟
に

エ
ア
ー
遊
具
が
登
場
し
ま
す
。

ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ラ
ン
ド

　
ア
ル
プ
ス
大
草
原
に
大
型
水
遊

び
プ
ー
ル
が
登
場
。
土
・
日
曜
日
、

祝
日
に
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
動

き「
ず
ぶ
ぬ
れ
タ
イ
ム
」を
開
催
。

■
日
時　
７
月
13
日（
土
）～
８
月

25
日（
日
）　
午
前
10
時
～
午
後
４

スプラッシュ・リバー

スプラッシュ・ランド

いきものの森探検隊

ペットボトルロケット
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T O P I C S

と ★き ★め ★き

マイ・シティー

　
教
科
書
取
次
供
給

事
業
に
45
年
以
上
携

わ
り
、
学
校
教
育
の

充
実
発
展
に
多
大
な

貢
献
が
あ
っ
た
人
を

文
部
科
学
大
臣
が
表

彰
す
る
教
科
書
供
給

功
労
者
表
彰
を
、
塩

原
書
店
を
営
む
塩
原
義
夫
さ
ん（
76
）＝
九
日
町

＝
が
受
賞
し
、
５
月
31
日
に
市
役
所
を
訪
れ
牛

越
市
長
へ
報
告
し
ま
し
た
。

　
塩
原
書
店
で
は
年
間
約
２
万
５
千
冊
の
教
科

書
を
扱
っ
て
お
り
、
市
内
外
の
小
学
校
・
中
学

校
・
高
校
へ
供
給
し
て
い
ま
す
。

こ
の
表
彰
は
塩
原
さ
ん
の
父
で
あ

る
先
代
の
塩
原
良
三
さ
ん
も
受
賞

し
て
お
り
、
親
子
二
代
に
わ
た
る

功
績
で
す
。

　
塩
原
さ
ん
は
良
三
さ
ん
が
受
賞

し
た
と
き
の
写
真
や
資
料
を
広

げ
な
が
ら「
父
が
あ
っ
て
の
自
分
。

父
と
同
じ
表
彰
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
て
感
激
も
ひ
と
し
お
で
す
。

子
ど
も
の
笑
顔
が
元
気
の
源
な
の

で
、
歩
け
な
く
な
る
ま
で
教
科
書

の
配
達
を
続
け
て
い
き
た
い
」と

喜
び
と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
新
た
に

導
入
さ
れ
た
、
立
山
黒
部

ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
の
扇

沢
駅
と
黒
部
ダ
ム
駅
を

結
ぶ
関
電
ト
ン
ネ
ル
電

気
バ
ス
が
、
６
月
５
日
に

乗
車
30
万
人
を
達
成
し
、

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
30
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
の

元
橋
克
彦
さ
ん（
44
）と
妻
の
つ
か
さ
さ
ん（
23
）で
す
。

克
彦
さ
ん
は「
白
馬
で
親
戚
が
民
宿
を
経
営
し
て
い
て

40
年
ほ
ど
前
か
ら
ス
キ
ー
や
リ
ン
ゴ
狩
り
な
ど
で
何
度

　
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術

祭
実
行
委
員
会
は
、
６
月

15
日
、
作
品
の
応
募
を
予

定
し
て
い
る
作
家
の
皆
さ

ん
に
向
け
た
現
地
見
学
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
見
学
会
で
は
市
内
６
地

区
を
視
察
し
、
国
内
外
か

ら
集
ま
っ
た
25
人
の
参
加
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問

を
し
な
が
ら
熱
心
に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
加
藤
ユ
ウ
さ
ん（
33
）＝
東
京
都
＝
は

「
前
回
の
芸
術
祭
を
個
人
的
に
回
っ
た
が
、
新
し
い

　
市
と
富
山
県
富
山

市
、
立
山
黒
部
貫
光

㈱
で
組
織
す
る
立
山

黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー

ト
佐
々
成
政
武
者
行

列
実
行
委
員
会
は
、

６
月
１
日
、「
佐
々

成
政
武
者
行
列
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
１
５
８
４
年
、
富
山
城
主
の
佐
々
成
政
が

厳
冬
期
の
北
ア
ル
プ
ス
を
越
え
て
浜
松
の
徳

川
家
康
の
元
へ
向
か
っ
た
と
い
う「
さ
ら
さ

ら
越
え
」を
再
現
す
る
武
者
行
列
は
、
大
町

隊
と
富
山
隊
の
２
つ
が
編
成
さ
れ
、
公
募
に

よ
り
選
ば
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
10
人
が
成
政
や
重

臣
な
ど
に
仮
装
し
ま
し
た
。

　
大
町
隊
は
、
室
堂
で
合
流
し
た

富
山
隊
か
ら
大お
お

姥ば

尊そ
ん

像ぞ
う

を
受
け

取
っ
た
後
、
勝
ど
き
を
あ
げ
な
が

ら
行
進
し
、
西せ
い
し
ょ
う
い
ん

正
院
大お

お
姥ば

堂ど
う（

平・

野
口
）に
到
着
、
地
元
住
民
か
ら

お
も
て
な
し
を
受
け
ま
し
た
。

　
大
町
隊
の
腰
元
を
務
め
た
嵯
峨

ま
ゆ
さ
ん
＝
大
阪
府
池
田
市
＝
は

「
雪
の
大
谷
は
迫
力
が
あ
っ
た
し
、

地
元
の
皆
さ
ん
か
ら
振
る
舞
っ
て

も
ら
っ
た
お
や
き
や
甘
酒
が
お
い

し
い
で
す
」と
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

み
ま
し
た
。

も
大
町
に
は
来
て
い
る
が
黒
部

ダ
ム
は
初
め
て
。
ま
さ
か
30
万

人
目
に
自
分
が
な
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
。驚
い
た
が
嬉
し
い
」

と
話
し
、
つ
か
さ
さ
ん
も「
一

生
の
思
い
出
に
な
る
。
最
新
鋭

の
電
気
バ
ス
に
乗
れ
る
の
で
ワ

ク
ワ
ク
し
て
い
る
」と
喜
び
を

語
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
は
10
連
休
だ
っ
た
た
め
、
前

年
と
比
べ
２
割
増
と
順
調
な
滑

り
出
し
を
見
せ
て
い
ま
す
。

話
が
聞
け
て
理
解
が
深
ま
っ
た
。
大
町

は
水
が
あ
ふ
れ
て
い
て
き
れ
い
な
印
象

で
、
こ
こ
に
し
か
で
き
な
い
作
品
を
提

案
で
き
そ
う
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。

　
北
川
フ
ラ
ム
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は

「
大
町
の
特
徴
を
的
確
に
つ
か
む
、
や

る
気
十
分
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
来
て
い

た
。
前
回
か
ら
さ
ら
に
進
化
し
た
芸
術

祭
に
な
る
の
で
は
」と
期
待
を
寄
せ
ま

し
た
。

　
作
品
の
公
募
は
、
ア
ー
ト
作
品
に
限

ら
ず
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
食
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
も
対
象
で
、
７
月
19
日（
金
）

ま
で
応
募
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

親
子
二
代
に
わ
た
り
教
科
書
供
給
功
労
者
表
彰
を
受
賞

塩
原
義
夫
さ
ん
が
市
長
へ
報
告

関
電
ト
ン
ネ
ル
電
気
バ
ス
　
乗
車
30
万
人
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
開
催

作
家
た
ち
が
市
内
を
視
察
　
芸
術
祭

作
品
公
募
に
合
わ
せ
現
地
見
学
会

戦
国
時
代
の
故
事
を
再
現
　
佐
々
成
政
武
者
行
列
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生涯学習
平公民館・女性未来館ピュア

文化財センター

大町公民館

大町公民館分室

自然歴史探訪講座
　国の天然記念物に指定されている湯俣の噴湯丘、虫倉
山、山姥伝説のある大姥山を現地に行って学びませんか。
参加無料です。

■コース・日時・講師
①湯俣・噴湯丘コース　８月８日（木）　午前８時〜午後
４時　山岳総合センター職員
②虫倉山コース　９月13日（金）　午前８時30分～午後
４時　上籠郷土文化を発展させる会、山岳総合センター
職員
③大姥山コース　10月18日（金）　午前８時30分～午後
４時　上籠郷土文化を発展させる会、山岳総合センター
職員
■対象・定員　市内にお住まいで、なだらかな山を往復

４時間程度歩ける人　各コース10人　※②・
③は急登・鎖場がありますので、不安な人はご
遠慮ください。定員を超えた場合は抽選します

（①は昨年参加していない人を優先）。
■持ち物　山を歩ける服装・靴、雨具、リュックサック、

飲み物、昼食
■申し込み　７月８日（月）午前９時～19日（金）午後５

時に、電話または直接、平公民館・女性未来館
ピュアへ。（１コースのみも可）

■その他　状況により変更や中止があります。詳しくは、
後日お知らせします。

■問い合わせ　平公民館・女性未来館ピュア
　℡・有線22-0694

令和元年第１回　文化財講座
「等々力次右衛門宛仁科盛信条目」の当府とはどこか
　天正８年８月に出された盛信の等々力次右衛門宛条目
の中に、「当府」という言葉が使われています。「当府」と
は何処か。従来は大町といわれてきましたが、さまざま
な資料を基に考えてみます。参加無料です。

■日時　７月13日（土）　午後２時～４時
■講師　小林茂喜さん（文化財センター職員）
■申し込み　初めて受講する人は、事前に電話または直

接、文化財センターへ。
■会場・問い合わせ　文化財センター　℡・有線23-4760

(続)日本仏教の流れ
～むつかしいことをやさしく、
やさしいことを深く、そして楽しく～
　好評につき、今年も歴史・哲学講座を開講します。
　仏教は漢学、儒教とともに外来思想の大きな柱
の一つとして、今日まで大きな存在としてあり続け
てきました。その仏教が、どのように受け入れられ、
国風化がどのように進んだのか、時代思潮とともに、
その精神遍歴の跡を追ってみます。参加無料です。

■期日・内容　全５回

▽ ７ 月21日（日）　鎌倉新仏教

▽ ８ 月31日（土）　念仏信仰

▽ ９ 月29日（日）　禅宗

▽11月24日（日）　無常観の系譜（上）
▽12月15日（日）　無常観の系譜（下）

■時間　午前10時～正午
■会場　サン・アルプス大町　２階　大会議室
■定員　先着100人
■講師　田中欣一さん（日本思想史家）
■持ち物　筆記用具
■申し込み　７月12日（金）までに、電話または

直接、大町公民館へ。
■問い合わせ　大町公民館・文化会館
　℡・有線22-9988

サークル１日体験「短歌」
　５・７・５・７・７で表現する「短歌」。協力サーク
ルでは、自作の短歌を持ち寄り、作者の思いを大切
にしながら、さらに良い表現になるよう話し合います。

■日時　７月９日（火）　午後１時30分～３時30分
■会場　大町公民館分室　学習室１
■協力サークル　大町短歌会
■持ち物　自作の短歌　※見学のみでも構いません。
■申し込み　７月８日（月）までに、電話または直

接、大町公民館分室へ。
■その他　毎月第２火曜日（８・１月は第１火曜

日）の同時間にサークル活動をしています。
サークル１日体験以外でも、参加歓迎です。

■問い合わせ　大町公民館分室　℡・有線22-0352
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山岳博物館

総合情報センター

大町図書館

自然ふれあい講座　みんなで温暖化ウ
オッチ　セミのぬけがらを探せ！
　長野県環境保全研究所と山岳博物館の共催の講座は、
毎年同じ場所で、セミの抜け殻を調べ続けることで、
地球温暖化が身近な自然にどのような影響があるか変
化を観察します。参加無料です。夏休みの自由研究に
いかがですか。

■日時　８月７日（水）　午前10時～正午　※雨天決行
■会場　山岳博物館駐車場に集合
■対象・定員　どなたでも（園児の場合は保護者同伴）

先着20人
■持ち物　筆記用具、飲み物、タオル、帽子
■申し込み　８月６日（火）までに、郵便番号、住所、

氏名（ふりがな）、電話番号、年齢または学年
を添えて、電話またはファクス、Ｅメールで
長野県環境保全研究所へ。

■問い合わせ　長野県環境保全研究所
　℡026-239-1031　　026-239-2929
　Ｅメールkanken-shizen@pref.nagano.lg.jp

マイクロビットでプログラミング

　簡単なロボット（車）を使ったプログラミング入門講
座の受講者を募集します。親子で参加できます。

■日時　Ａ・Ｂコースは同じ内容です。

▽Ａコース　７月30日（火）・31日（水）　全２回
　午前10時～午後３時

▽Ｂコース　８月10日（土）・11日（日）　全２回
　午前10時～午後３時
■対象・定員　 市内小学校の５・６年生　各コース

５人　※定員を超えた場合は抽選
■費用　3,100円（教材費、保険料）　※初回講座日に

集金します。教材で使用するロボット、テキ
ストは、終了後お持ち帰りいただけます。

第３回シニアのためのチャレンジ講座
～Ｌｅｔ’ｓ脳活！～

　今回は、大町市有線放送「有線寺子屋」との協力企画で
「アナウンスに挑戦！」です。お知らせ原稿を正確に伝わ
るように読んでみましょう。有線放送のスタジオ見学と
収録体験もあります。参加無料です。ぜひご参加ください。

■日時・会場　全２回

▽７月17日（水）
　午前10時30分～正午　大町図書館　２階　会議室

▽７月24日（水）
　午前10時～正午　大町市有線放送本部
■対象・定員　市内にお住まいの概ね50歳以上の人

先着10人
■講師　鎌倉志麻さん（大町市有線放送）
■申し込み　電話または直接、大町図書館へ。

こども夏休み工作～簡単に作れるＡＭ
ラジオに挑戦しよう～
　目には見えませんが、身の回りにはいろいろな電波
が飛んでいます。この電波の中からラジオ電波だけを
つかまえ、聞くことができる工作をしてみませんか。

■日時　８月１日（木）　午後２時～３時30分
■会場　大町図書館　２階　会議室
■対象・定員　小学生（１～３年生は保護者同伴）　先着15人
■費用　500円（材料費）
■講師　高橋一雄さん
■申し込み　電話または直接、大町図書館へ。

■持ち物　昼食
■申し込み　７月19日（金）までに、

電話または直接、総合情
報センターへ。電子申請
もできます。

■会場・問い合わせ
　総合情報センター　℡21-3800

■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21-1616

電子申請用
QRコード
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生涯学習
総合体育館

少年海洋教室（カヌー・ＯＰヨット）
　初心者でもお気
軽にお申し込みく
ださい。教室終了
後には、８月18日

（日）開催の「木崎
湖カップカヌー大
会」に参加します。

■期日　７月31日（水）、８月２日（金）・13日（火）・
17日（土）　全４回

■時間　午前９時30分～正午
※８月２日のみ午後１時30分〜４時

■会場　Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫（木崎湖）
■対象・定員　市内にお住まいか通学している小学

３年生から中学生　先着10人
■費用　1,500円（保険料ほか）
■申し込み　７月26日（金）までに、費用を添えて

直接、総合体育館へ。

木崎湖でウォータースポーツ体験

　木崎湖でカヌーができることを知っていますか？ 
カヌーで湖上の景色を楽しみましょう。ＳＵＰ、サー
フボードなども体験します。基礎から学ぶので、初
めての人もお気軽にお越しください。

■日時　８月３日（土）　午前９時～正午
■会場　Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫（木崎湖）
■対象・定員　市内にお住まいか通勤・通学してい

る小学３年生以上の人　先着20人
■費用　1,000円（保険料ほか）
■申し込み　７月26日（金）までに、費用を添えて

直接、総合体育館へ。
■その他　カヌーは、基本１人乗りです。

第69回大町市民登山「蓮華岳」
　地元北アルプスの素晴らしさを再確認しましょう。
■期日　８月24日（土）～25日（日）　※初日が雨天

の場合は中止
■行程

▽１日目　扇沢駅集合→針ノ木自然遊歩道→大沢小屋
→針ノ木小屋（宿泊）　※希望者のみ針ノ木岳登頂します。

▽２日目　針ノ木小屋→針ノ木自然遊歩道→扇沢駅解
散　※希望者のみ早朝、蓮華岳に御来光を見に行きます。
■対象・定員　市内にお住まいか通勤・通学している

中学生以上の人　先着20人　※定員に満た
ない場合は市外在住者も参加可。70歳以上
の人は、医師と相談の上、お申し込みください。

■費用　13,000円（宿泊代、保険料ほか）
■申し込み　８月２日（金）までに、費用を添えて直接、

㈱トラベルプラザ（旭町、長野県知事登録
旅行業2-286号、℡23-2100）へ。

Jogging（ジョギング）同好会
　得意ではないけれど健康づくり
のために走ってみたい人や、マラ
ソン大会にも参加してみたいと考
えている人を対象とした、初心者
向けのランニング教室です。無心
になって淡々と走り続ける気持ち
よさ。ふと周りを見たときに目に入ってくる大町の
大自然を堪能しながらランニングをしてみませんか。
一緒に走る仲間づくりや、健康増進のきっかけづく
りとしても、ぜひご参加ください。

■日時　８月３日～10月12日　土曜日　全10回　
午後４時30分～６時　※８月31日は休み

■会場　運動公園園路など
■対象・定員　市内にお住まいの20歳以上の人　

先着10人
■費用　2,000円（保険料ほか）
■持ち物　ランニングシューズ、飲み物、タオル　

運動のできる服装でご参加ください。
■申し込み　７月22日（月）までに、費用を添えて

直接、総合体育館へ。

■問い合わせ　総合体育館　℡・有線22–8855
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児童センター

総合体育館

１歳児親子あそび
　お子さんと一緒に遊びながら、身体の動かし方、遊
び方、食事の好き嫌いなどの話を聞いて、子育てを一
緒に楽しみましょう。

■日時　８月８日・22日、９月12日・26日　木曜日
全４回　午前９時30分～11時

■会場　児童センター
■対象・定員　おおむね１歳６カ月～２歳未満の子ど

もと保護者　先着10組
■持ち物　飲み物、フェイスタオル
■申し込み　７月29日（月）～８月２日（金）に、電話

または直接、児童センターへ。

妊婦さん お出掛けください
　「妊娠、おめでとうございます」おなかが膨らんで、
生まれてくる子に思いをはせる頃…。
　でも、お産って？ 生まれてすぐどうする？ など不安
もいっぱい。児童センターには先輩ママたちが遊びに
来ています。今の不安を聞いてもらったり教えてもらっ
たり。授乳やハイハイ、遊んでいる様子など、成長し
ていく子どもやママたちの子育てを見ながら、心強い
ママ友や子育て応援団ができますよ。ぜひお出掛けく
ださい。保育士もサポートいたします。

パーソナルトレーナーによるトレーニング講座（中期）
　膝や腰に負担の掛からない動作を覚えて、特に怠りがちな体の背面のストレッチなどで全身をすっきりさせま
しょう。各回完結の講座で、毎回の参加も可能です。
　昨年度のトレーニング効果として「柔軟性・筋力の向上」「肩こり・腰痛の解消」「長年服用していた薬を医者か
らやめても良いと診断された」「基礎体温が１度上がった（免疫力向上）」などの声が寄せられています。

■日時　８月２日（金）・19日（月）、９月４日（水）・19日（木）、10月３日（木）・15日（火）・30日（水）、11月12
日（火）・25日（月）　午前10時～正午

■会場　総合体育館小アリーナ
■対象・定員　市内にお住まいの20歳以上の人　各日先着20人
■費用　500円／回（施設利用料、保険など）
■持ち物　上履き用運動靴、少し長めのタオル、飲み物　運動のできる服装でご参加ください。
■申し込み　開催日の２日前までに、費用を添えて直接、総合体育館へ。
■問い合わせ　総合体育館　℡・有線22-8855

学童夏休み 物知り教室
　身近にいるダンゴムシ、カエル、アリなどいろい
ろな生き物の生態を学んでみよう。

■日時　８月６日（火）　午前10時～11時
■会場　児童センター
■対象　市内の小学生と保護者
■持ち物　飲み物
■申し込み　７月29日（月）～８月２日（金）に、電

話または直接、児童センターへ。

学童お楽しみ教室
「なぜだろう？ 科学教室」

　感じた不思議を科学的に理解しながら楽しく試し
てみよう。友達を誘って不思議をいっぱい体験しよう。

■日時・会場

▽８月７日（水）　午前９時30分～11時30分
東小学校　児童クラブ室

▽８月20日（火）　午前９時30分～11時30分
北小学校　児童クラブ室

■対象　市内の小学生と保護者（送り迎えがあれば子
どものみで参加できます）

■申し込み　７月29日（月）～８月２日（金）に、電
話または直接、児童センターへ。

■問い合わせ　児童センター　℡・有線22–0741
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ー
プ
ホ
ー
ム「
ひ
だ
ま
り
の

家
」、
介
護
老
人
保
健
施
設「
虹
の
家
」

の
い
ず
れ
か

■
受
験
資
格
・
受
験
手
続
き
・
受
付
期

間
・
試
験
日　
一
般
事
務
と
同
様

消
防
職
員（
高
卒
程
度
）

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
勤
務
地　
採
用
後
に
長
野
県
消
防
学

校
で
初
任
科
教
育
を
受
け
、
修
了
後
に

北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
、
大
町
・

南
部
・
北
部
消
防
署
の
い
ず
れ
か

■
受
験
資
格　
平
成
６
年
４
月
２
日
～

14
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
高
卒
程
度

の
学
力
が
あ
る
人
で
、
住
所
要
件
は
土

募集

募集
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防
衛
大
学
校
生（
一
般
）

■
応
募
資
格　
高
卒
ま
た
は
高
専
３
年

次
終
了（
見
込
み
含
む
）の
18
歳
～
20
歳

（
自
衛
官
は
22
歳
ま
で
）の
人

■
受
付
期
間　
９
月
５
日（
木
）～
30
日（
月
）

■
試
験
日　

１
次
試
験　

11
月
９
日

（
土
）・
10
日（
日
）

防
衛
医
科
大
学
校
生

■
応
募
資
格　
高
卒
ま
た
は
高
専
３
年

次
終
了（
見
込
み
含
む
）の
18
歳
～
20
歳

の
人

■
受
付
期
間　
９
月
５
日（
木
）～
30
日（
月
）

■
試
験
日

▽
医
学
科　
１
次
試
験　
10
月
26
日（
土
）・

27
日（
日
）

▽
看
護
学
科（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）

１
次
試
験　
10
月
19
日（
土
）

高
等
工
科
学
校
生
徒（
推
薦
）

■
応
募
資
格　
中
卒（
見
込
み
含
む
）の

16
歳
ま
で
の
男
子
で
、
成
績
優
秀
か
つ

生
徒
会
活
動
な
ど
に
顕
著
な
実
績
を
修

め
、
学
校
長
が
推
薦
で
き
る
人

■
受
付
期
間　
11
月
１
日（
金
）～
29
日（
金
）

■
試
験
日　
来
年
１
月
５
日（
日
）・
６

日（
月
）の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日

高
等
工
科
学
校
生
徒（
一
般
）

■
応
募
資
格　
中
卒（
見
込
み
含
む
）の

16
歳
以
下
の
男
子

■
受
付
期
間　
11
月
１
日（
金
）～
来
年

１
月
６
日（
月
）

■
試
験
日　
１
次
試
験　
来
年
１
月
18

日（
土
）

整
理
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
全
国
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の

醍だ
い

醐ご

味み

を
味
わ
う
機
会
に
、
大
勢
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
し
込
み　
８
月
２
日（
金
）ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
大
町
美
麻
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
実
行
委
員
会
事
務
局
へ
。

■
問
い
合
わ
せ　

大
町
美
麻
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
実
行
委
員
会
事
務
局（
市
美
麻

支
所
産
業
建
設
係
内
）

℡
２
９
・
２
３
１
１

県
自
主
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
就
任

　
市
内
に
住
む
次
の
８
人
に
、
県
自
主

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

▽
大
久
保
隆
志（
俵
町
）

▽
大
日
方
明
文（
俵
町
）

▽
金
谷
祐
樹（
大
黒
町
）

▽
川
上
忠
一（
常
盤
・
清
水
）

▽
栗
林
昌
次（
俵
町
）

▽
清
水
章（
常
盤
・
西
山
住
宅
）

▽
西
澤
秀
一（
平
・
海
の
口
）

▽
西
澤
和
保（
高
見
町
）

　
県
自
主
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
自

主
防
災
組
織
な
ど
が
災
害
発
生
時
だ
け

で
な
く
、
災
害
へ
の
備
え
や
避
難
生
活

で
の
自
主
的
な
防
災
活
動
が
行
え
る
よ

う
助
言
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
自
治
会
、
自
主
防
災
会
お
よ
び
企
業

な
ど
が
実
施
す
る
防
災
訓
練
で
の
講
演

や
実
技
指
導
、
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
や
自
主

防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
、組
織
の
構
成・

強
化
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
乗
り
ま
す
。

　
こ
の
８
人
は
、
日
本
防
災
士
機
構
が

認
証
す
る「
防
災
士
」の
資
格
を
有
し
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

消
防
防
災
課
消
防
防
災
係

℡
市
内
線
５
１
５

青
少
年
に「
愛
の
声
か
け
運
動
」を

　
７
月
は「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防

止
全
国
強
調
月
間
」と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
運
動
で
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
「
愛
の
声
か
け
運
動
」は
、
あ
い
さ
つ

す
る
、
褒
め
る
、
叱
る
、
認
め
る
、
感

謝
す
る
、
考
え
さ
せ
る
、
注
意
す
る
な

ど
、
全
て
の
大
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
声
掛

け
を
し
て
青
少
年
に
関
わ
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
通
勤
途
中
や
社
会

生
活
の
中
で
出
会
う
青
少
年
に
、
自
ら

進
ん
で
温
か
な「
愛
の
声
か
け
」を
し
ま

し
ょ
う
。

　
期
間
中
、
市
青
少
年
補
導
委
員
と
市

内
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
が
協

力
し
、
小
・
中
学
生
へ
の
あ
い
さ
つ
運

動
や
合
同
補
導
活
動
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
・
青
少
年
係

℡
市
内
線
６
２
５

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
市
で
は
、
認
知
症
の
人
や
家
族
が
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
認

知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
無
料
で
す
。

■
日
時　
７
月
25
日（
木
）　
午
後
６
時
～

８
時

■
会
場　
市
役
所
東
庁
舎　
２
階　
東

大
会
議
室

■
定
員　
先
着
20
人

■
講
師　
田
渕
勝
子
さ
ん（
キ
ャ
ラ
バ

ン
・
メ
イ
ト
）

■
申
し
込
み　
７
月
22
日（
月
）ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
市
内
線
４
１
７

自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
大
町
美
麻
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
実
行
委
員
会

で
は
、「
２
０
１
９
大
町
美
麻
サ
イ
ク
ル

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」を
９
月
１
日（
日
）に

美
麻
地
区
で
開
催
し
ま
す
。
今
回
は「
文

部
科
学
大
臣
杯
第
75
回
全
日
本
大
学
対
抗

選
手
権
自
転
車
競
技
大
会（
イ
ン
カ
レ
）」

と
し
て
行
わ
れ
、熱
戦
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
特
設
周
回
コ
ー
ス（
１
周
13
・
４
㎞
）

が
広
範
囲
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
交
通

募集 募集

お知らせ

お知らせ
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７
月
は「
河
川
愛
護
月
間
」

～
せ
せ
ら
ぎ
に 

ぼ
く
も
魚
も 

す
き
と
お
る
～

　
豊
か
で
清
ら
か
な
水
が
流
れ
て
い
る

河
川
は
、
地
域
の
水
循
環
の
要
で
あ
り
、

文
化
や
風
土
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
安

全
で
美
し
い
せ
せ
ら
ぎ
を
い
つ
ま
で
も

残
せ
る
よ
う
に
、
ご
み
な
ど
の
投
棄
や
、

汚
水
の
垂
れ
流
し
を
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
刈
り
取
っ
た
草
や
ご
み
な

ど
に
よ
る
水
路
詰
ま
り
が
発
生
し
て
い

ま
す
の
で
、
河
川
に
は
流
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
河
川
敷
周
辺
や
水
路
に
構
造
物
を
造

る
場
合
に
は
、
許
可
が
必
要
で
す
。
事

前
に
建
設
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
７
月
１
日
～
７
日
は「
河
川

水
難
事
故
防
止
週
間
」で
す
。
ダ
ム
か

ら
の
放
水
に
よ
る
急
激
な
増
水
が
あ
り

ま
す
。
天
候
や
放
流
警
報
に
注
意
し
、

釣
り
や
水
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　
建
設
課
管
理
係

℡
市
内
線
６
７
２

市
町
村
振
興
宝
く
じ「
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」発
売

　
今
年
の
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

は
、
１
等
と
前
後

賞
合
わ
せ
て
７
億

円（
１
等
５
億
円
、

平
和
の
黙
と
う

　
広
島
市
と
長
崎
市
で
は
、「
原
爆
の

日
」に
犠
牲
者
の
慰
霊
と
平
和
祈
念
の

式
典
を
開
く
と
と
も
に
、
全
国
の
皆
さ

ん
に
黙
と
う
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

日
時
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
爆
が
投
下
さ
れ

た
８
月
６
日
の
午
前
８
時
15
分
と
、
９

日
の
午
前
11
時
２
分
で
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
庶
務
課
行
政
管
理
係

℡
市
内
線
５
１
１

原
爆
写
真
ポ
ス
タ
ー
展

　
市
で
は
、
戦
争
の
な
い
明
る
い
世
界

の
実
現
を
願
い
、
核
兵
器
廃
絶
・
軍
備

縮
小
を
推
進
す
る
都
市
と
し
て
、
平
和

意
識
の
高
揚
お
よ
び
平
和
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
年
も「
原

爆
写
真
ポ
ス
タ
ー
展
」を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
期
日
・
会
場

▽
７
月
30
日（
火
）～
８
月
９
日（
金
）　

正
午　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市
民

ホ
ー
ル

▽
８
月
10
日（
土
）～
26
日（
月
）　
大
町

図
書
館

■
問
い
合
わ
せ　
庶
務
課
行
政
管
理
係

℡
市
内
線
５
１
１

夏
の
交
通
安
全
や
ま
び
こ
運
動

　
夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
間
近
に
控
え

外
出
の
機
会
が
増
え
る
子
ど
も
や
高
齢

者
な
ど
の
交
通
弱
者
を
保
護
す
る
と
と

も
に
、
県
内
外
か
ら
の
観
光
客
な
ど
全

て
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
、
交
通
ル
ー

ル
の
順
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実

践
を
呼
び
掛
け
、
交
通
事
故
を
防
止
し

ま
し
ょ
う
。

■
期
間　
７
月
22
日（
月
）～
31
日（
水
）

※
県
下
一
斉
街
頭
活
動
日
は
、
７
月
22

日（
月
）・
31
日（
水
）で
す
。

■
運
動
の
重
点

▽
生
活
道
路
の
安
全
確
保
と
歩
行
者
保

護
の
徹
底　
横
断
歩
道
や
交
差
点
の
近

く
で
は
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
横
断
者

が
い
た
ら
必
ず
止
ま
り
ま
し
ょ
う
。
横

断
歩
道
は
歩
行
者
の
聖
域
で
す
。

▽
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止　
運
転
に

不
安
を
感
じ
た
ら
運
転
免
許
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶　
飲
酒
運
転
し（
四
）

な
い
運
動「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」「
乗
る

な
ら
飲
ま
な
い
」「
乗
る
人
に
は
飲
ま
せ

な
い
」「
飲
ん
だ
人
に
は
運
転
さ
せ
な
い
」

▽
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進　
自
転

車
は
車
両
で
す
。
交
通
ル
ー
ル（
自
転
車

安
全
利
用
五
則
な
ど
）を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
消
費
生
活
・
交
通
安
全
係

℡
市
内
線
４
６
３
・
４
６
４

前
後
賞
各
１
億
円
）で
す
。
１
等
が

３
０
０
０
万
円
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ

ニ
も
同
時
発
売
。

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
く
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に

使
わ
れ
ま
す
。
長
野
県
内
の
宝
く
じ
売

り
場
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

■
発
売
期
間　
７
月
２
日（
火
）～
８
月

２
日（
金
）

■
抽
選
日　
８
月
14
日（
水
）

■
問
い
合
わ
せ　
企
画
財
政
課
財
政
係

℡
市
内
線
５
９
１
・
５
９
２

教
科
書
展
示
会

　
来
年
４
月
か
ら
、
小
学
生
が
使
う
教

科
書
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

　
文
部
科
学
省
の
検
定
に
合
格
し
た
小

学
校
教
科
書
の
ほ
か
、
現
在
中
学
校
や

高
校
で
使
わ
れ
て
い
る
教
科
書
を
展
示

し
ま
す
。

　
大
北
地
域
唯
一
の
教
科
書
展
示
会
で

す
。
ご
覧
の
上
、
意
見
・
感
想
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
７
月
５
日(

金)

～
７
月
24
日

(

水)

ま
で
の
平
日　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

■
会
場　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市

民
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

℡
市
内
線
６
１
３
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日
商
簿
記
３
級
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

　
簿
記
は
、企
業
の
経
営
活
動
を
記
録・

計
算
・
整
理
し
て
、
経
営
成
績
と
財
政

状
態
を
明
ら
か
に
す
る
技
能
で
、
常
に

企
業
が
求
め
る
資
格
の
上
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
日
時　
８
月
27
日
～
10
月
８
日　
毎

週
火
・
木
曜
日　
全
13
回　
午
後
６
時

30
分
～
９
時

■
会
場　
大
町
商
工
会
議
所　
２
階　

大
会
議
室

■
定
員　
先
着
20
人

■
講
師　
川
上
忠
志
さ
ん（
穂
高
商
業

高
校
商
業
科
教
員
）

■
費
用　
５
５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
、

検
定
試
験
料
）

■
持
ち
物　
電
卓
、
筆
記
用
具

■
検
定
日　
11
月
17
日（
日
）

■
申
し
込
み　
８
月
７
日（
水
）ま
で
に
、

費
用
を
添
え
て
直
接
、
大
町
商
工
会
議

所
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

大
町
商
工
会
議
所
経
営
支
援
課

℡
２
２
・
１
８
９
０

全
国
一
斉
不
動
産
表
示
登
記

無
料
相
談
会

　
長
野
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は
、

土
地
境
界
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
１
件
当
た
り
30

■
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
ア
ド
レ
ス

https://w
w

w
.qqzaidanm

ap.jp/

【
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る
方
へ
お
願
い
】

▽
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
を
共
有
し
、
い

ざ
と
い
う
時
の
救
命
の
効
果
を
高
め
る

た
め
に
、
日
本
救
急
医
療
財
団
へ
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
設
置
情
報
を
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
方
法
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お

手
持
ち
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
販
売
業
者
ま
た
は

日
本
救
急
医
療
財
団
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
者
は「
点
検
担
当
者
」

を
配
置
し
、
次
に
掲
げ
る
日
常
点
検
な

ど
を
実
施
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

＊
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
の
表
示
を
日
常
的

に
確
認
す
る
。

＊
電
極
パ
ッ
ド
お
よ
び
バ
ッ
テ
リ
ー
の

交
換
時
期
を
表
示
ラ
ベ
ル
に
よ
り
確
認

し
、
適
切
に
交
換
す
る
。

▽
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
製
造
販
売
業
者
や
販
売

店
で
設
置
場
所
の
登
録
・
管
理
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
廃
棄
・
譲
渡
を

す
る
場
合
は
、
購
入
店
ま
た
は
製
造
販

売
業
者
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
添
付
文
書
や
取
扱
説
明
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
耐
用
期
間
を
、
必
ず
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
耐
用
期
間
が
不
明
な
場
合

や
耐
用
期
間
が
経
過
し
た
と
き
は
、
製

造
販
売
業
者
な
ど
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
・
有
線
２
３
・
４
４
０
０

分
ま
で
で
す
。

■
日
時　
７
月
27
日（
土
）　
午
後
１
時
～

４
時

■
会
場　
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

■
相
談
内
容　
土
地
の
境
界
や
建
物
に

関
す
る
登
記
の
悩
み

■
申
し
込
み　
事
前
に
電
話
で
、
長
野

県
土
地
家
屋
調
査
士
会
へ（
平
日
午
前

９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時
）。

■
問
い
合
わ
せ

長
野
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

℡
０
２
６
・
２
３
２
・
４
５
６
６

７
月
１
日
は「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
日
」

　
平
成
16
年
７
月
１
日
に
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）の
市
民
使
用
が

認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、こ
の
日
を「
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
日
」と
し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
中
心

と
し
た
救
急
蘇
生
の
普
及
啓
発
や
、
命

の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
た
め
の
全
国

的
な
市
民
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

突
然
の
心
肺
停
止
の
現
場
に
居
合

わ
せ
た
市
民
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

で
、
尊
い
命
が
救
わ
れ
た
事
例
が
多
数

あ
り
ま
す
。（
一
財
）日
本
救
急
医
療
財

団
全
国
Ａ
Ｅ

Ｄ
マ
ッ
プ
で
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設

置
場
所
を
確

認
し
ま
し
ょ

う
。

き
ら
り
！ 

ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

話
し
合
い
の
場
が
変
わ
る
！

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修

【
基
礎
編
】

　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
グ

ル
ー
プ
活
動
が
円
滑
に
な
る
よ
う
支
援

す
る
こ
と
で
、
自
治
会
、
市
民
活
動
、

保
護
者
会
、
職
場
な
ど
の
会
議
や
話
し

合
い
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
や
成
果
を

引
き
出
し
ま
す
。
参
加
無
料
で
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
７
月
11
日（
木
）　
午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分

■
会
場　
市
役
所
東
庁
舎　
２
階　
東

大
会
議
室

■
対
象
・
定
員　
市
内
に
お
住
ま
い
か
、

市
内
で
市
民
活
動
を
行
っ
て
い
る
人　

先
着
30
人

■
講
師　
伊
藤
史
紀
さ
ん（
㈱Co-Lab

代
表
取
締
役
）

■
申
し
込
み　
７
月
10
日（
水
）ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
市
民
活
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
市
内
線
８
３
０
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　桜田スタジオ～きらり☆大町人～
　美麻で７月開催の北ア
ルプス山麓グランフォン
ドの実行委員長を務める
西沢勇人さんをご紹介し
ます。今大人気の自転車。
自転車競技の魅力や初心
者にも分かりやすい自転車の楽しみ方、これからの
季節にお薦めのサイクリングコースをお聞きします。

 放送日  ……… ７日（日）・14日（日）　午後8：45

　暮らしのガイド～大町保健福祉事務所から～
　大町保健福祉事務所健康づくり支援課の番場真
実さんから「蚊から身を守りましょう」と題してお話
をお聞きします。

 放送日  ……… ８日（月）・20日（土）　午後8：45

－新着図書（一般向け）－　

ざんねんな食べ物事典［エッセイ］
������������� 東海林さだお／著
恐竜・古生物ビフォーアフター［古生物］
���������������� 土屋健／著

群馬県立自然史博物館／監修　ツク之助／絵
世界の本好きたちが教えてくれた人生を変えた
本と本屋さん［図書］
��� ジェーン・マウント／著　清水玲奈／訳
もののふの国［日本の小説］���� 天野純希／著
レオナルド・ダ・ヴィンチを旅する［芸術・美術］
�������������� 池上英洋／監修
知れば知るほど行司・呼出し・床山 大相撲の、
裏方の見方が変わる！［相撲］
������������「相撲」編集部／編著

－新着図書（子ども向け）－

さんびきのおさる［外国の絵本］
�������������� あべけんじ／作
とりあえずごめんなさい［日本の絵本］
��������������� 五味太郎／作
なまえのないねこ［日本の絵本］
�������� 竹下文子／文　町田尚子／絵
元ＪＡＸＡ研究員も驚いた！ ヤバい「宇宙図鑑」

［自然科学］����������� 谷岡憲隆／著
こんどこそは名探偵［日本の作品］
��������� 杉山亮／作　中川大輔／絵
歴史を変えた50人の女性アスリートたち［スポーツ］
����� レイチェル・イグノトフスキー／著

野中モモ／訳
－７月の推薦図書－

日日是日本語 日本語学者の日本
語日記　岩波書店　今野真二／著
　改めて「言葉」を考えるヒン
トが満載。日 「々浅く、単純に、
粗く」なっていく日本語の使わ
れ方を憂いつづられた、日本語
博士の日記。

風船で宇宙を見たい！ やって
みることから開ける無限の未来
くもん出版　岩谷圭介／著
　風船を使った宇宙開発を続け
ている著者。風船との出会い、
たくさんの失敗を乗り越え成功
した宇宙撮影、挑戦することの
大切さなどをつづった一冊です。

－７月の催し－

おはなしの森��� ６日（土）　午前10時30分
おいで  えほんのおへや�� ９日（火）　午前11時
おりがみ教室������ 20日（土）　午前11時
無料託児サービス（要予約）
�������� 18日（木）　午前10時〜正午
■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21-1616

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00

＊市消防団ポンプ操法・ラッパ吹奏大会
　……………………………………… 1日〜14日

＊まるごと信州情報ネット………… 1日〜31日
＊東小学校　音楽会………………… 3日〜 9日
＊八坂小学校　音楽会………………10日〜16日
＊メンドシーノ交流…………………24日〜30日
＊定例記者会見………………………26日・27日

シャイニング・キッズ　毎日放送
午前11:00、午後4:00、午後6:00、午後10:00

＊シャイニングキッズコレクション15…… 1日〜 7日
＊シャイニングキッズコレクション16…… 8日〜21日
＊シャイニングキッズコレクション17……22日〜31日

※放送予定を変更する場合があります。ご了承ください。
◆番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）や市ホーム

ページをご覧ください。
■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡21-3805

画像は昨年のものです

ケーブルテレビ７月の番組から図書館だより

有線放送７月の番組から
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室 編
集

●譲ります
▽卓球台（約20年前購入、約１年使用）�� 応談

●譲ってください

▽大町岳陽高校女子制服
　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任に
おいて行ってください。「広報おおまち」が
届く前に交渉が成立することがあります。
ご了承ください。
　市のホームページにも随時情報を載せて
います。

■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡市内線463

固定資産税・都市計画税…………… 第２期
国民健康保険税……………………… ７月分
後期高齢者医療保険料……………… ７月分
保育料………………………………… ７月分
市営住宅使用料、定住促進住宅使用料
雇用促進住宅・駐車場使用料……… ７月分
下水道受益者負担金………………… ７月分
学校給食費…………………………… 第３期
上下水道料・簡易水道料…………… ７月分

納期限は７月31日（水）

総人口 27,400（－ 39） 転入 61
男 13,298（－ 11） 転出 61
女 14,102（－ 28） 出生 8

世帯数 11,891（－ 5） 死亡 47
※６月１日現在、（　）内は前月比

　
と
き
め
き
マ
イ
・
シ
テ
ィ
ー
で
お
伝

え
し
た「
佐
々
成
政
武
者
行
列
」。
室
堂

で
大
町
隊
と
富
山
隊
が
ス
テ
ー
ジ
に
上

が
っ
た
の
で
す
が
、
富
山
隊
の
成
政
は

何
と
外
国
人
。
ア
メ
リ
カ
出
身
の
、
富
山
な
ど
を
中
心
に

活
躍
し
て
い
る
シ
ン
ガ
ー
だ
そ
う
で
、
外
国
人
と
し
て
は

初
め
て
の
成
政
役
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
行
進
中
、
数
多
く
写
真
撮
影
を
求
め
ら
れ
た
成
政
一
行

で
し
た
が
、
特
に
外
国
人
観
光
客
に
は
日
本
の
伝
統
的
な

衣
装
が
人
気
で
し
た
。
互
い
に
笑
顔

を
交
わ
す
様
子
を
見
て
、
遠
く
の
国

と
交
流
す
る
き
っ
か
け
は
意
外
と
身

近
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
、
と

思
っ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

結 婚
13日・27日

土曜日
13：00〜17：00

総合福祉
センター

農業委員会
☎ 市 内線 641

結 婚
（ 要 予 約 ）

10日（水）
13：00〜15：00

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

法 律
（ 要 予 約 ）

9日（火）
13：00〜16：00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎ 市 内線 403

担当=岡村あゆみ弁護士（次回は８月６日　太田康朗弁護士）

行 政

24日（水）
9：00〜12：00 市八坂支所

行政管理係
☎ 市 内線 51131日（水）

9：00〜12：00 美麻公民館

年 金
（ 要 予 約 ）

18日（木）
10：00〜15：00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎0263-32-5822

日本政策金融
公庫（要予約）

18日（木）
13：30〜16：30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女 性
（ 男 性 ）

11日（木）
10：00〜15：00 子育て・女性

相談室
（市役所西庁舎 2 階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎ 市 内線 83125日（木）

9：00〜12：00
育 児

23日（火）
9：30〜11：00

中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（ 要 予 約 ）

心 配 ご と
（ 要 予 約 ）

8日・22日
月曜日

13：00〜16：00 総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
（要予約）

8日・22日
月曜日

13：00〜15：00

成年後見制度
（ 要 予 約 ）

25日（木）
13：30〜15：30

白馬村保健福祉
ふれあいセンター

成年後見支援センター
☎ 22-1550

生活・就労
（ 要 予 約 ）

平日
9：30〜17：00

総合福祉センター
２階

まいさぽ大町

生活就労支援センター
まいさぽ大町
☎ 22-7083

就 労 支 援
（15〜39歳）

12日・26日
金曜日

10：00〜11：00

大町公民館分室
２階

学習室１

NPO法人ジョイフル
大町サテライト
☎ 080-3093-8844

人 権 18日（木）
10：00〜16：00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

法 律 16日・23日 火曜日 13:00〜16:00 北アルプス
市町村会館

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =1時間以内10,000円（税別）

不用品交換コーナー ７月の無料相談

７月の有料相談（要予約）

７月の納税など

人の動き
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この広報紙は再生紙を使用し、植物油インキで印刷しています。

■編集　大町市役所　総務部情報交通課広聴広報係（〒398-8601大町市大町3887　☎ 22-0420  FAX23-5050）　■印刷　㈱奥村印刷所

休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

  （診療時間9:00〜17:00）

7日（日）
柿下クリニック 清　水 ☎ 21-1230
太田医院 池田町 ☎ 62-1010
小谷村診療所 小谷村 ☎ 82-2044

14日（日）
遠藤内科医院 神栄町 ☎ 22-0031
あづみ病院 池田町 ☎ 62-3166
横沢医院 白馬村 ☎ 72-2008

15日（月）
最上整形外科クリニック 上　一 ☎ 23-3300
西森整形外科 松川村 ☎ 61-1700
白馬診療所 白馬村 ☎ 75-4123

21日（日）
菊地クリニック 上　一 ☎ 21-2580
松本クリニック 松川村 ☎ 61-5151
神城醫院 白馬村 ☎ 75-7050

28日（日）
小野医院 堀六日町 ☎ 22-0047
せりざわクリニック 池田町 ☎ 62-3000
しんたにクリニック 白馬村 ☎ 75-4177

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

（受付時間9:00〜11:00、診療時間9:00〜12:00）
7日（日） 佐藤歯科医院 相生町 ☎ 23-3211

14日（日） 師岡歯科 池田町 ☎ 62-9781
15日（月） きらり歯科医院 松川村 ☎ 62-0005
21日（日） いいざわ歯科医院 俵　町 ☎ 23-7050
28日（日） 大町病院口腔外科 高見町 ☎ 22-0415

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。

 （営業時間 9:00 〜 17:30）
7日（日） カネリキ山口薬局 大黒町 ☎ 22-0184

14日（日） 林薬局 仁科町 ☎ 22-0151
15日（月） かみいち林薬局 上　一 ☎ 26-3025
21日（日） 轟薬局 上　一 ☎ 21-1512
28日（日） れんげ薬局 高見町 ☎ 22-0125

北アルプス平日夜間小児科・内科急病センター
診察日時 月〜土曜日　19:00 〜 21:00 受付時間 18:30 〜 20:45
休 診 日 7日㈰・14日㈰・15日㈪・21日㈰・28日㈰ ☎ 26-6199
診察場所 大町市大町 1601-2（文化会館南隣）「フレンド・プラザ大町」内

　市定住促進協働会議では、独身の30～40代の男女の出会いの場と
して、「山コンin信濃大町」を開催します。１泊２日で鷹狩山のトレッ
キングや美麻高原蔵で味噌作りなどを体験して、アウトドア好きな
人との新たな出会いをお楽しみください。

■期日　10月26日（土）～27日（日）

■対象・定員　30～40代の独身男女　先着各20人

■応募締切（市内在住者先行）　７月20日（土）
※締め切りまでに定員に達しなかった場合、市外からも募集します。

■費用　19,800円　※市外在住者は25,000円（どちらも税込み）

■その他　申し込み方法など、詳しくはホームページをご覧ください。
　　　　https://eco.his-j.com/eco/tour/TF-HMM0001-SS

■問い合わせ　まちづくり交流課定住促進係　℡市内線531
　　　　Ｅメールteijuu@city.omachi.nagano.jp

山コン
in信濃大町

ホームページ
ＱＲコード

７月の休日医療情報
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